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• 本会家族計画研究センターが振り返る
平成30年間の歩みと
2018年度事業実績
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• クローズアップ
「高血圧治療ガイドライン」改訂
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•  産婦人科医による
性の健康教育51
•ピル承認秘話（第15話）
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４月下旬に発行された「高血圧治療ガイ
ドライン2019」。その改訂のポイントを
解説します。本会教材は、この６月に新
基準に対応！
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行動経済学の理論に基づき、感謝の気持
ちを全面に出した禁煙啓発ポスターです。

今までにないアプローチで、禁煙啓発に
チャレンジしてみませんか？
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カタログ 2019年版 
P.270～271

▼
高
校
、
大
学
時
代
に
ラ
グ

ビ
ー
部
で
あ
っ
た
私
、
史
上

最
長
の
連
休
は
「
生
き
様
」

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る

機
会
に
な
っ
た
。
き
っ
か
け

は
こ
の
連
休
中
に
そ
れ
ぞ
れ

の
恩
師
の
動
向
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
だ
▼
ま
ず
高

校
の
恩
師
か
ら
手
紙
が
届
い

た
。こ
の
方
、こ
れ
ま
で
指
導

し
て
き
た
学
校
を
幾
度
と
な

く
全
国
大
会
へ
導
い
た
名
指

導
者
で
、
数
年
前
か
ら
母
校

で
あ
る
県
立
高
校
で
校
長
を

務
め
て
い
た
。
こ
の
春
、
定

年
ま
で
数
年
を
残
し
て
退
職

を
決
意
。
県
内
の
私
立
高
校

に
ラ
グ
ビ
ー
部
強
化
策
の
一

環
と
し
て
招
か
れ
た
よ
う
。

手
紙
の
最
後
に
は
「
挑
戦
を

続
け
ま
す
」
と
書
き
添
え
ら

れ
て
い
た
▼
そ
し
て
平
成
最

後
の
日
の
早
朝
に
届
い
た
大

学
恩
師
の
訃
報
。
こ
の
方
は

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
レ
フ
ェ
リ
ー
と
し
て

も
超
一
流
の
人
だ
っ
た
。
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
主
審
を
務
め

た
こ
と
の
あ
る
唯
一
の
日
本

人
だ
。
本
年
９
月
に
は
日
本

で
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
開
催
さ

れ
る
と
い
う
の
に
、
そ
れ
を

目
に
す
る
こ
と
な
く
…
。
そ

れ
ば
か
り
か
「
令
和
」
さ
え

も
体
験
す
る
こ
と
な
く
…
▼

当
時
は
ど
ち
ら
の
恩
師
も
嫌

い
だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
こ

の
連
休
中
は
高
校
恩
師
の
挑

戦
先
で
あ
る
私
立
高
校
を
応

援
し
始
め
、
大
学
恩
師
の
無

念
さ
を
勝
手
に
想
像
し
悔
し

が
っ
て
い
た
。
当
人
の
悔
い

の
有
無
は
う
か
が
い
知
れ
な

い
が
、
両
人
と
も
格
好
が
い

い
▼
健
康
で
い
れ
ば
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
健
康
で
い
れ
ば

た
っ
た
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
を

見
逃
す
こ
と
も
な
い
。
今
年

の
健
診
、
例
年
よ
り
そ
の
重

要
性
を
感
じ
な
が
ら
受
け
て

み
よ
う
と
思
う
。（
青
田
陽
）

空

天
馬

　
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
支
援
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
い
う
３
つ
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
筆
者
が
本

会
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
に
就
い
た
の
は
１
９
８
８
年
４
月
の
こ
と
。
以
降
、
電
話
相
談

を
始
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
デ
ー
タ
な
ど
を
全
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
つ
で
も
集
計
分
析
可
能
な
状
況
に
あ
る
。
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変

わ
っ
た
こ
の
期
に
、
平
成
の
30
年
間
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
２
０
１
８
年
度
に
お

け
る
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
あ
ら
た
め
て
検
証
し
た
い
。

 

（
本
会
理
事
長
・
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

健
全
母
性
育
成
事
業
を

契
機
に
思
春
期
保
健
対
策
が

一
挙
に
進
む

　
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
会
が

最
初
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
四
ツ

谷
の
主
婦
会
館
に
開
い
た
の

は
１
９
７
８
年
10
月
。
翌
79

年
に
は
電
話
相
談
室
を
開
設

し
て
い
る
。
84
年
５
月
に
な

る
と
保
健
会
館
別
館
に
家
族

計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
所
。

89
年
４
月
か
ら
保
険
診
療
機

関
に
認
可
さ
れ
、
公
に
は
市

谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
登
録
さ
れ

て
い
る
。
97
年
11
月
に
保
健

会
館
新
館
（
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
）
が
完
成
し
た

こ
と
か
ら
、
別
館
か
ら
現
在

地
で
あ
る
新
館
に
移
転
し
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」）

が
い
つ
、
何
を
、
ど
う
し
て

き
た
か
に
つ
い
て
平
成
の
30

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

　
89
年
に
保
険
診
療
機
関
に

認
可
さ
れ
る
や
、
厚
生
省

（
当
時
）
は
本
会
に
対
し
て

思
春
期
ク
リ
ニ
ッ
ク
運
営
費

補
助
金
の
交
付
を
決
め
て
い

る
。こ
れ
は
、思
春
期
特
有
の

医
学
的
問
題
、
性
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
な
ど
に
対
す
る

相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

集
団
に
よ
る
母
性
保
健
知
識

の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
厚

生
省
が
84
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
健
全
母
性
育
成
事

業
の
一
環
で
あ
っ
た
。
本
会

へ
の
期
待
が
高
か
っ
た
の

は
、
日
本
思
春
期
学
会
の
指

導
を
受
け
て
81
年
か
ら
思
春

期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
展

開
し
思
春
期
保
健
相
談
員

（
現
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
）

の
養
成
に
努
め
て
い
る
こ

と
、
79
年
か
ら
電
話
相
談
室

を
開
設
し
実
績
を
積
ん
で
い

る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
個

別
指
導
を
主
と
し
た
通
称

「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」の
活
動

が
広
く
メ
デ
ィ
ア
に
認
知
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ

た
。
中
で
も
、
84
年
７
月
10

日
付
厚
生
省
母
子
衛
生
課
長

内
款
に
は
「
相
談
担
当
者
の

養
成
に
は
思
春
期
保
健
セ
ミ

ナ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
」
を

指
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

94
年
か
ら
は
本
会
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
モ
デ
ル
と
し
た
地
方

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
設
置
す
る
な

ど
事
業
拡
大
が
図
ら
れ
、
こ

の
地
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
中
心

に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

「
思
春
期
外
来
」
の
存
在
が

広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
注
目
す
べ
き

は
、
こ
の
頃
既
に
本
会
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
緊
急
避
妊
法

で
あ
る
ヤ
ツ
ペ
法
（
エ
チ
ニ

ル
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ
ー
ル
０
・

05
㍉
㌘
＋
ノ
ル
ゲ
ス
ト
レ
ル

０
・
５
㍉
㌘
を
性
交
後
72
時

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
電
話
相
談

が
行
わ
れ
て
き
た
。
Ｏ
Ｃ
発

売
３
社
、
東
京
都
か
ら
委
託

さ
れ
た
電
話
相
談
は
現
在
も

な
お
継
続
中
で
あ
る
。

東
京
都
や
国
の
研
究
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

　
１
年
あ
る
い
は
３
年
計
画

で
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た

が
、
国
か
ら
の
研
究
事
業
と

し
て
１
９
９
０
年
度
「
思
春

期
相
談
の
総
合
的
推
進
方
策

に
関
す
る
研
究
」、94
年
度

「
十
代
の
望
ま
な
い
妊
娠
防

止
対
策
な
ど
に
関
す
る
研

究
」
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
対
応
し
た
優

生
保
護
相
談
所
の
在
り
方
に

関
す
る
研
究
」、東
京
都
生
活

文
化
局
依
頼
研
究
「
思
春
期

相
談
総
合
対
策
調
査
事
業
報

告
」、98
年
度
「
思
春
期
総
合

保
健
対
策
に
関
す
る
研
究
」

「
患
者
か
ら
見
た
不
妊
治
療

の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
」

「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
関
す
る
研
究
」

「
女
性
の
健
康
意
識
に
関
す

間
以
内
に
２
錠
投
与
し
、
そ

の
12
時
間
後
に
同
量
投
与
す

る
方
法
）
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。

経
験
を
活
か
し
て
各
種

電
話
相
談
を
受
託
し
開
設

　
本
会
が
独
自
に
開
設
し
て

い
る
「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
（
家

族
計
画
）
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
対
す
る
評
価
あ
っ
て
か
、

91
年
度
か
ら
５
年
間
「
避
妊

と
エ
イ
ズ
相
談
」
、
94
年
に

は
民
間
企
業
の
寄
付
に
よ
っ

て
「
ゴ
ロ
ー
ズ
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
子
ど
も
の
た
め
の
エ
イ
ズ

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
）
を
、
97

年
か
ら
は
「
生
涯
を
通
じ
た

女
性
の
健
康
支
援
事
業
」
の

一
環
と
し
て
東
京
都
か
ら
委

託
さ
れ
た
「
不
妊
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
開
設
。
経
口
避
妊

薬（
ピ
ル
）が
承
認
・
発
売
さ

れ
た
99
年
以
降
は「
ピ
ル
ダ

イ
ヤ
ル
」「
ピ
ル
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
「
Ｏ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ル
」
「
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
」
「
Ｏ
Ｃ
コ
ー
ル
」

を
、
一
時
的
で
は
あ
っ
た
が

２
０
０
０
年
に
女
性
用
コ
ン

ド
ー
ム
「
マ
イ
フ
ェ
ミ
ィ
」

が
発
売
さ
れ
る
と
「
マ
イ
フ

ェ
ミ
ィ
電
話
相
談
室
」
を
開

設
す
る
な
ど
、
そ
の
時
代
の

が
な
さ
れ
た
中
で
、
最
も
印

象
深
い
の
は
、
当
時
ジ
ョ
イ

セ
フ
に
務
め
て
い
た
西
田
良

子
氏
と
共
同
で
実
施
し
た

「
世
界
の
十
代
の
避
妊
、
妊

娠
、
中
絶
、
出
産
等
に
関
す

る
現
状
調
査
」
で
あ
る
。
赤

十
字
社
に
次
ぐ
世
界
第
２
の

非
政
府
機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で

あ
る
国
際
家
族
計
画
連
盟

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
で
活
動
し
て

い
る
１
７
９
か
国
（
う
ち
加

盟
は
１
６
６
か
国
）
に
調
査

票
を
送
付
し
、
調
査
を
実
施

な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ
で
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

本
会
が
02
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
男
女
の
生
活
と
意
識

に
関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て

も
、
10
年
度
の
「
第
５
回
」

ま
で
は
、
国
の
研
究
の
一
環

と
し
て
行
い
、
調
査
対
象
と

な
る
市
区
町
村
に
対
し
て
当

時
の
母
子
保
健
課
長
か
ら
調

査
協
力
依
頼
を
送
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
調
査
が
円
滑
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
感
謝

し
た
い
。

　
こ
れ
ら
各
種
の
調
査
研
究

る
研
究
」、２
０
０

２
年
度
「
男
女
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
ス
キ
ル
の

向
上
に
関
す
る
研

究
」、06
年
度
「
人

工
妊
娠
中
絶
の
減

少
要
因
に
関
す
る

研
究
」、
11
年
度

「
性
感
染
症
罹
患

者
の
性
意
識
な
ら

び
に
性
行
動
様
式

に
関
す
る
研
究
」

図１　 十代の若者へのピルの提供価格（ハン
バーガー１個分に例えると）
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Unintended Teenage Pregnancies　～
Situation regarding Contraception, 
Pregnancy, Abortion and Childbirth  
among Adolescents in the World,2007 
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Seminar Information
◆
性
的
指
向
と
性
自
認
の
多
様
性

を
知
り
、
人
権
感
覚
を
養
う

　
今
年
度
か
ら
小
学
校
で
使
わ
れ

る
教
科
書
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
」
の

記
述
が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
２
０
１
５
年
に
東
京
都

渋
谷
区
・
世
田
谷
区
で
ス
タ
ー
ト

し
た
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
は
、
現
在
20
の
自
治
体
が

制
度
を
導
入
し
、
そ
の
数
は
急
速

に
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
の
方
た
ち
の
中
に

は
、
根
拠
の
な
い
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
ヘ
イ
ト
表
現
等
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
、
社
会
的
ス
ト
レ
ス
や

　
今
も
昔
も
性
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
、
ど
う
し
て
も

親
な
ど
に
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

重
要
な
の
は
バ
ッ
シ
ン
グ
に
あ
わ

な
い
た
め
の
性
教
育
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
け
ば
良
い
の
か
。

　
講
師
の
渡
會
先
生
は
日
頃
か
ら

「
性
教
育
は
、
セ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
の
教
育
で
は
な
い
。
生
き
る
た

め
の
心
を
学
ぶ
教
育
で
あ
り
、
い

の
ち
の
教
育
で
あ
る
」
そ
し
て

「
子
ど
も
に
、
自
分
を
大
切
に
す

る
こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
授

業
を
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
強
く

訴
え
て
い
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
師
の
そ
の

熱
い
思
い
を
伝
え
る
た
め
、
実
際

の
性
教
育
の
現
場
で
活
用
で
き
る

具
体
的
で
あ
り
、
か
つ
学
習
指
導

要
領
に
則
っ
た
中
で
、
性
教
育
を

ど
う
実
践
し
た
ら
良
い
か
を
ご
紹

少
数
派
ゆ
え
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
当
事
者

の
意
識
調
査
※
で
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
当
事
者
が
自
己
肯
定
感

や
自
尊
感
情
を
育
て
に
く
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

◆
豊
富
な
デ
ー
タ
か
ら
具
体
的
な

支
援
の
在
り
方
を
解
説

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
内
外
の

大
規
模
な
調
査
結
果
や
先
行
事
例

を
基
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
の
実
態
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
広
い
視
点

か
ら
専
門
職
と
し
て
の
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

　
学
校
や
医
療
機
関
、
企
業
の
人

介
す
る
充
実
の
内
容
。
当
日
は
、

自
身
の
経
験
か
ら
作
成
さ
れ
た
性

教
育
教
材
（
紙
芝
居
型
と
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
型
教
材
）
を
、
実
際
に

ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
児
童
養

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔｓ
の
理
解
と
現
場
で
の
支
援
の
あ
り
方

「
い
の
ち
」を
見
つ
め
た
性
教
育
を
学
ぶ

性
の
多
様
性
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

第
４
回生

き
る
た
め
の
心
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー（
ベ
ー
シ
ッ
ク
編
）

第
₁₈
回

開催日：2019年７月27日㈯10：30～16：00
会　場： 全水道会館４階　大会議室

（東京都文京区）
定　員：100人
受講料： 10,000円（税別）

※思春期保健相談士は8,000円（税別）
対象者： 保健師、助産師、看護師、養護教諭、

教職員、看護教員、医師、薬剤師など
講　師：渡會睦子（東京医療保健大学医療保健学部看護学科教授）

開催日：【第19回】2019年11月９日㈯
　　　　【第20回】2020年２月１日㈯
会　場： 保健会館新館

地下1階多目的ホール（東京都新宿区）
定　員：各30人　　　受講料：15,000円（税別）
詳しくは本会ホームページをご覧ください！

※ 第19・20回は
同内容になります

スキルアップ編も開催決定

●PPT教材を使った性教育の講義とポイントの解説
●紙芝居教材を性教育の場で活用するためのポイント・解説
紙芝居教材 事例紹介（児童養護施設指導員より）

思春期を取り巻く現代の問題（子どもの貧困・スマホや携帯な
どによるトラブル等）、性の現状（STI・HIV／エイズ）、人
工妊娠中絶、自虐加虐行為、など

講義①「思春期の性＝生」

講義②「 性教育に効果的な教材の活用と指導の
ポイント」

プログラム

開催日： 2019年7月20日㈯10：30～16：15
定　員：100人（先着順）
会　場： 東陽セントラルビル 2Fホール（東京都江東区東陽4-1-13）
受講対象 者：保健師、助産師、看護師、医師、薬剤師、教諭、

保育士、企業の人事・総務担当者他
受講料：10,000円（税別）
講　師： 日高庸晴（宝塚大学看護学部教授／厚生労働省エイズ

動向委員会委員／日本思春期学会理事）
☆ 11月９日㈯に札幌において、同内容のセミナー（第５回）を開催いたします。
☆基本的な内容は第１回～第５回まで同じです。

★思春期保健
相談士認定カード
更新対象セミナー
（1カウント）

★豊富な
資料や教材も
本セミナーの
特長です！

思春期保健
相談士認定カード
更新対象セミナー
（1カウント）

ど
、
渡
會
ワ
ー
ル
ド
全
開
、
学
び

ど
こ
ろ
満
載
の
一
日
に
な
る
は

ず
。

　
か
く
言
う
私
も
、
初
め
て
講
義

を
聞
い
た
時
に
衝
撃
を
受
け
た
一

人
で
あ
る
。
全
国
で
数
多
く
の
い

の
ち
の
授
業
の
経
験
を
持
つ
、
講

師
の
実
体
験
は
ま
さ
に
必
聴
だ
。

 

（
セ
ミ
ナ
ー
担
当
　
飯
塚
）

事
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
方
、
学

生
へ
の
対
応
や
教
育
現
場
で
の
具

体
的
な
支
援
を
学
び
た
い
方
、
エ

イ
ズ
予
防
教
育
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
携
わ
っ
て

い
る
方
な
ど
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◆
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
／
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
と
は
？
◆
日
本
や
世
界
で

の
動
向
◆
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
の
健
康
問

題
◆
教
育
現
場
・
職
場
の
環
境
◆

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
や
す
い
環
境

の
整
備

※
16
年
、
宝
塚
大
学
看
護
学
部
日

高
庸
晴
教
授
調
べ

護
施
設
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る

使
用
時
の
工
夫
点
な
ど
事
例
を
交

え
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
講
義

だ
。
内
容
だ
け
で
な
く
、
講
師
の

話
す
テ
ン
ポ
や
間
の
取
り
方
な

東京開催

で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
調
査

票
は
日
本
語
、
英
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
作

成
し
、
結
果
65
か
国
か
ら
の

回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
筆
者
を
驚
か
せ
た
の

は
、
当
時
わ
が
国
の
低
用
量

ピ
ル
や
緊
急
避
妊
ピ
ル
が
い

か
に
高
額
で
あ
る
か
を
目
の

当
た
り
に
し
た
こ
と
で
あ
る

（
図
１
）。わ
が
国
の
若
者
た

ち
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
が
い
か
に

蔑な
い
が
しろ

に
さ
れ
て
い
る
か
を
知

る
機
会
と
な
り
、
そ
の
後
の

活
動
に
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　
国
内
外
で
有
名
に
な
っ
た

調
査
に
は
「
男
女
の
生
活
と

意
識
に
関
す
る
調
査
」
が
あ

る
。
02
年
か
ら
２
年
ご
と
に

調
査
を
継
続
し
て
お
り
、
16

年
（
第
８
回
）
調
査
ま
で
順

調
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
諸

事
情
に
よ
り
、
今
後
は
５
年

ご
と
の
調
査
と
し
、
次
回
は

21
年
を
計
画
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
主
導
し

て
多
く
の
知
己
を
得
た

　
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
っ

て
行
っ
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
１
９
９
９
年
９
月
に
悲

願
で
あ
っ
た
低
用
量
経
口
避

妊
薬
が
発
売
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
開
催
し
た
「
指
導
者

の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー
」
「
看
護
職

の
た
め
の
ピ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
が
あ

る
。
特
に
「
指
導
者
の
た
め

の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防
セ

ミ
ナ
ー
」
は
、
２
０
１
１
年

に
「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
（
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
）
セ
ミ
ナ
ー
」
と
な

っ
て
現
在
ま
で
継
続
し
て
い

る
。
本
セ
ミ
ナ
ー
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
て
い
る
バ
イ
エ

ル
薬
品
㈱
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
㈱
、
あ

す
か
製
薬
㈱
、
持
田
製
薬

㈱
、
ジ
ェ
ク
ス
㈱
、
富
士
製

薬
工
業
㈱
に
は
衷
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
バ
イ
エ
ル
薬
品
㈱
は
今
も

な
お
、
産
婦
人
科
医
と
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
を
対
象
と
し
た

「
女
性
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」
を

共
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は

６
月
２
日
に
東
京
で
、
６
月

22
日
に
は
大
阪
で
の
開
催
が

決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
04
年
度
に
「
Ｏ
Ｃ
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
」
を

設
置
し
、
わ
が
国
に
お
け
る

Ｏ
Ｃ
の
普
及
戦
略
を
議
論
す

る
過
程
で
、
「
第
一
線
の
産

婦
人
科
医
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
た
め
の
Ｏ
Ｃ
啓
発
セ
ミ
ナ

ー
」「
Ｏ
Ｃ
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」

「
避
妊
指
導
に
関
わ
る
医
師

と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の

Ｏ
Ｃ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
名
称
を
変
え
な
が

ら
も
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
緊
急
避
妊
法
に
つ
い
て
も

同
様
で
、02
年
に「
第
一
線
の

産
婦
人
科
医
に
役
立
つ
緊
急

避
妊
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
。「
緊
急
避
妊
法
の
適
正
使

用
に
関
す
る
指
針
」
が
11
年

２
月
に
発
表
さ
れ
、「
ノ
ル
レ

ボ
錠
０
・
75
㎎
」が
承
認
・
発

売
さ
れ
こ
と
か
ら
、「
緊
急
避

妊
法
適
正
使
用
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
会
が
開
催

し
て
き
た
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
受

講
を
き
っ
か
け
に
親
交
を
深

め
る
こ
と
に
な
っ
た
仲
間
は

数
知
れ
ず
、
そ
れ
が
「
避
妊

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設

を
本
会
、
日
本
産
婦
人
科
医

会
、
日
本
助
産
師
会
、
家
族

計
画
国
際
協
力
財
団
と
連
名

で
提
出
。筆
者
が
５
月
24
日
、

安
倍
晋
三
幹
事
長
代
理
（
当

時
）
を
訪
ね
た
（
写
真
１
）。

そ
の
３
日
後
、
５
月
27
日
自

由
民
主
党
で
は
、
こ
の
要
望

を
受
け
入
れ
て
誤
り
の
箇
所

を
修
正
し
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
に
総
理
府
男

女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
へ

の
就
任
を
ス
タ
ー
ト
に
、
そ

の
後
も
機
会
を
得
る
こ
と
に

な
っ
た
。
男
女
共
同
参
画
審

議
会
委
員
は
、
橋
本
龍
太

郎
、
小
渕
恵
三
両
総
理
か

ら
、
２
０
０
１
年
に
は
森
喜

年
に
な
る
と
厚
生
科
学
審
議

会
臨
時
委
員
（
感
染
症
部

会
）
と
な
り
、15
年
ま
で
勤

め
上
げ
た
。

秋
篠
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し

て
第
49
回
日
本
母
性
衛
生
学

会
総
会
・
学
術
集
会
を
担
当

　
平
成
の
30
年
間
に
お
け
る

思
い
出
の
一
つ
が
、
08
年
11

月
５
〜
７
日
に
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
に
近
接
し
た
シ
ェ

ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
ト
ー

キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
第
49
回
日
本
母
性
衛

生
学
会
総
会
・
学
術
集
会
を

担
当
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
大
学
と
い
う
後
ろ
盾
の
な

い
中
で
、
学
術
集
会
長
に
な

る
こ
と
は
冒
険
だ
と
い
う
声

も
あ
っ
た
が
、
学
術
集
会
組

織
委
員
会
に
名
を
連
ね
て
い

た
だ
い
た
委
員
各
位
、
関
連

企
業
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
、
経

済
的
な
支
援
を
約
束
し
て
く

れ
た
本
会
の
存
在
、
中
で
も

本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
杉
村
由

香
理
事
務
長（
当
時
）の
力
は

大
き
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

不
安
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、結
論
を
急
げ
ば
、一

般
演
題
数
４
５
９
題
、
イ
ブ

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、
招
請
講

演
、記
念
講
演
、特
別
講
演
２

題
、
教
育
講
演
８
題
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
３
題
、
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
２
題
、
ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
14
題
、
市
民

公
開
講
座
な
ど
を
含
め
た
参

加
者
実
人
数
は
２
６
３
７
人

を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中
で
も
、
秋
篠
宮
妃
殿
下
に

ご
臨
席
を
賜
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
貴
重
な
思
い
出
と

な
っ
て
い
る（
写
真
２
）。そ

の
後
も
、
09
年
に
第
50
回
の

日
本
母
性
衛
生
学
会
（
会
長

前
原
澄
子
千
葉
大
学
教
授
）

が
横
浜
で
開
か
れ
た
際
に
は

皇
太
子
殿
下
（
当
時
）
を
、

17
年
に
大
宮
で
開
催
さ
れ
た

国
際
疫
学
学
会
（
会
長
中
村

好
一
自
治
医
大
教
授
）
の
折

に
は
、
再
び
秋
篠
宮
妃
殿
下

を
お
迎
え
す
る
役
割
を
任
さ

れ
た
こ
と
を
大
変
に
光
栄
に

思
っ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が

ら
語
り
続
け
た
日
々

　
「
男
女
の
生
活
と
意
識
に

関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て
は

こ
の
30
年
間
に
８
回
を
終
え

て
い
る
。
調
査
結
果
が
出
そ

ろ
う
度
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
で

「
日
本
家
族
計
画
協
会
」
の

名
前
は
想
像
を
超
え
て
国
内

外
へ
と
発
信
さ
れ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
「
ピ
ル

発
売
か
ら
１
年
」
「
ピ
ル
発

売
か
ら
10
年
」
な
ど
と
い
う

よ
う
に
、
節
目
、
節
目
に
情

報
提
供
の
機
会
を
持
つ
こ
と

で
メ
デ
ィ
ア
と
の
友
好
関
係

が
築
か
れ
て
い
っ
た
と
い
っ

朗
総
理
か
ら
内
閣
府
男

女
共
同
参
画
会
議
女
性

に
対
す
る
暴
力
専
門
調

査
会
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
て
い
る
。

　
厚
労
省
関
連
で
は
、

１
９
９
８
年
、
厚
生
省

児
童
家
庭
局
長
私
的
懇

談
会
「
生
涯
を
通
じ
た

女
性
の
健
康
施
策
に
関

す
る
研
究
会
」
委
員
、

２
０
０
０
年
に
厚
生
省

「
健
や
か
親
子
21
」検

討
会
委
員
、06
年
に
は

厚
生
労
働
省
「
健
や
か

親
子
21
」
の
指
標
に
関

す
る
研
究
会
委
員
、
05

立
や
、現
在
に
至
る

ま
で
、セ
ミ
ナ
ー
講

師
の
依
頼
を
円
滑
に

行
う
こ
と
が
で
き
た

成
果
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
提
言
し
、

実
現
へ
！

　
１
９
９
９
年
に
低

用
量
経
口
避
妊
薬

が
、
２
０
１
１
年
に
緊
急
避

妊
薬
が
承
認
・
発
売
さ
れ
る

に
当
た
り
、
「
家
族
計
画
」

の
冠
を
付
し
た
組
織
と
し
て

尽
力
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で

あ
っ
た
。
１
９
９
２
年
３
月

18
日
に
突
然
飛
び
込
ん
で
き

た
「
エ
イ
ズ
ま
ん
延
懸
念
、

ピ
ル
解
禁
を
〝
凍
結
〞（
薬
事

審
）」と
一
面
に
大
書
さ
れ
た

読
売
新
聞
の
記
事
に
慌
て

た
。
本
会
は
同
月
29
日
に
、

「
ピ
ル
認
可
延
期
に
関
す
る

本
会
医
学
委
員
会
の
見
解
」

を
発
表
。
そ
の
後
も
、
93
年

に
は
、
本
会
な
ど
４
団
体
が

「
低
用
量
経
口
避
妊
薬
の
早

期
認
可
を
」
の
要
望
書
を
厚

生
大
臣
に
提
出
。
99
年
に
Ｏ

Ｃ
が
承
認
・
発
売
さ
れ
た
後

に
も
、
２
０
０
５
年
５
月
11

日
、
参
議
院
少
子
高
齢
社
会

に
関
す
る
調
査
会
に
、
筆
者

が
参
考
人
と
し
て
招
致
さ

れ
、
わ
が
国
の
少
子
化
対
策

に
対
す
る
提
言
を
求
め
ら
れ

た
。ま
た
自
由
民
主
党「
過
激

性
教
育
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」（
座
長
安
倍
晋
三
当
時
幹

事
長
代
理
）
が
実
施
し
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で

の
調
査
内
容
の
誤
り
を
指
摘

し
、
調
査
内
容
の
修
正
あ
る

い
は
中
止
を
求
め
る
要
望
書

写真１　 2005年 5月24日、自民党本部幹事長室に
て安倍晋三幹事長代理に要望書を提出

写真２　 第49回日本母性衛生学会総会・学術集会（2008年11月）
シェラトン・グランデ・トーキョーベイホテルにおいて

（
１
面
の
つ
づ
き
）

 

（
３
面
へ
つ
づ
く
）

https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-044-004
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-044-004
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-019-018
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-019-018
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-019-019


マークをクリックいただくと関連ウェブサイトをご覧いただけます。

（　）3 （第783号）2019年（令和元年）6月 1日 家 　 族 　 と 　 健 　 康

WEB申し込みできます

本会HPでは、各セミナーの詳細や紙面で
ご紹介できなかったセミナーがご覧いただけます

TEL：03-3269-4785本会主催セミナーのお問い合わせは

スマホ
からは
こちら！JFPA　セミナー 検索

（相）＝思春期保健相談士Ⓡ

Seminar Information

明
日
か
ら
使
え
る「
こ
こ
ろ
」の
整
え
方
と
対
応
術
が
学
べ
る

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
開

始
か
ら
既
に
３
年
以
上
が
経
ち
、

各
事
業
所
に
は
実
施
率
の
向
上
や

具
体
的
な
対
策
、
さ
ら
に
は
そ
の

成
果
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
過
去
の
テ
ー
マ

か
ら
人
気
の
あ
っ
た「
交
流
分
析
」

と
「
自
律
訓
練
法
」
を
使
っ
た
実

践
的
な
内
容
が
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
交
流
分
析

で
は
自
己
成
長
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
実

習
や
交
流
パ
タ
ー
ン
の
分
析
を
通

じ
て
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因
に
も
な

る
対
人
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
、

面
談
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
で
は
、

環
境
整
備
だ
け
で
は
不
十
分
。
個

人
で
の
予
防
も
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
欠
か
せ
な
い

自
律
訓
練
法
を
取
り
入
れ
、
基
礎

知
識
の
整
理
は
も
ち
ろ
ん
実
際
に

集
団
自
律
訓
練
法
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
現
場
で

指
導
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
の
技
術

の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
方
全
員
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
予
防
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に

使
え
る
指
導
用
教
材
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
職
場
に
持
ち
帰
り
、

セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
知
識
を
指
導
の

場
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
過
去
の
受
講
生
か
ら
は
「
具
体

的
で
分
か
り
や
す
い
」
と
の
声
を

多
数
い
た
だ
い
て
い
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
予
防
の
実
践
型
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施

後
の
対
策
に
困
っ
て
い
る
皆
様
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ
押
さ
え
た
い

 

交
流
分
析
と
自
律
訓
練
法

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー

第
７
〜
８
回

第８回  12月14日㈯
CIVI研修センター秋葉原 D405会議室（東京都千代田区）

第７回  ７月20日㈯
栄ガスビル栄ガスホール（愛知県名古屋市）

対象者： 医療保険者、企業、健診機関、行政等の保健師、看
護師　等

定　員：各100人
受講料：10,000円（税別）
講　師： 芦原睦（中部労災

病院心療内科部長
／勤労者メンタル
ヘルスセンター長）

・10：10～10：15
　オリエンテーション・主催者挨拶

1.交流分析とは（交流分析の哲学）
2.自己成長エゴグラム（SGE）の実習
3.構造分析と交流パターン分析

・10：15～12：15
　保健相談に役立つ交流分析①

4.交流分析的保健相談の実際

・13：15～14：15
　保健相談に役立つ交流分析②

1. 自律訓練法とは（自律訓練法の特徴、効果など）
2.適応領域について
3. 自律訓練法の実際（環境、姿勢、公式、受動的注意
集中について）

4.集団ＡＴの進め方と効果
5. 各人が習得し、クライエントに実施できるよう実習

・14：15～16：15　
　セルフケアに役立つ自律訓練法入門（AT）

プログラム

参
加
者
全
員
に
指
導
用
教
材
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

セミナー名 開催地 開催日 受講料（税別）

栄養指導を結果につなげるセミナー

大阪 6月22日㈯ 10,000
東京 6月29日㈯ 10,000
名古屋 7月6日㈯ 10,000
東京 11月9日㈯ 5,000
大阪 12月7日㈯ 5,000

指導者のための避妊と性感染症予防セミナー
（ＳＲＨセミナー）

東京 6月22日㈯

各日5,000
(相)3,000

仙台 7月20日㈯
富山 8月3日㈯
宮崎 9月28日㈯
札幌 10月26日㈯
福岡 11月30日㈯
名古屋 12月21日㈯
大阪 2月15日㈯

NEW 　切れ目のない妊娠・出産・育児支援
のためのセミナー
「周産期メンタルヘルスから児童虐待防止へ」

東京 6月30日㈰ 15,000 
大阪 8月24日㈯ 15,000 
広島 9月28日㈯ 15,000 
福岡 11月2日㈯ 15,000 

お母さんと子どもの元気セミナー
「虐待から子どもを守る」 東京 7月10日㈬ 5,000

受胎調節実地指導員認定講習会 東京 7月29日㈪
～8月2日㈮

50,000
38,500

（資格認定なし）
睡眠保健指導セミナー 東京 8月4日㈰ 10,000
聴き上手になる！積極的傾聴を学ぶセミナー 東京 10月5日㈯ 15,000
メンタルヘルス対策として職場環境改善に
取り組む保健師養成セミナー 東京 10月6日㈰ 18,000
NEW 　歯科保健セミナー 東京 11月9日㈯ 10,000

行動変容実践のための
保健指導者養成セミナー

東京 11月21日㈭
～24日㈰ 40,000

東京 2月13日㈭
～16日㈰ 40,000

ガッテン北折塾 大阪 12月21日㈯ 15,000 
東京 2月8日㈯ 15,000 

災害時の妊産婦支援セミナー
神戸 1月19日㈰ 10,000
盛岡 2月15日㈯ 10,000
東京 3月14日㈯ 10,000

セミナー開催予定表まだまだあります！

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
連

載
記
事
な
ど
を
担
当
す
る
機

会
も
増
え
、
読
売
新
聞
の
医

療
・
健
康
・
介
護
サ
イ
ト

「
ヨ
ミ
ド
ク
タ
ー
」
で
は
11

年
３
月
か
ら
「
Dr.
北
村
の

『
性
』
の
診
察
室
」
を
担
当

し
13
年
８
月
ま
で
に
１
３
０

回
を
、
毎
日
新
聞
全
国
紙
で

「
Dr.
北
村
の
女
性
ク
リ
ニ
ッ

ク
へ
よ
う
こ
そ
」
が
13
年
12

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
16
年
３

月
ま
で
の
連
載
は
１
０
７
回

を
数
え
て
い
る
。
15
年
４
月

か
ら
は
中
央
公
論
新
社
の

W
EBKERAKU

で
「
女
性

の
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

Dr.
北
村
の
人
〝
性
〞
相
談

室
」
が
始
ま
り
18
年
５
月
ま

で
毎
月
の
連
載
で
あ
っ
た
。

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
【
ジ
ェ

ク
ス
】
ジ
ャ
パ
ン
・
セ
ッ
ク

ス
・
サ
ー
ベ
イ
の
結
果
が
生

か
さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
現
在
は
、
毎
日
新
聞

全
国
紙
に
お
い
て
、
お
お
む

ね
２
週
間
に
一
度
で
は
あ
る

が
、
「
Dr.
北
村
が
語
る
現
代

思
春
期
」
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
16
年
４
月
か
ら
本
年
３

月
ま
で
に
65
話
が
連
載
さ
れ

て
い
る
。

18
年
度
の
事
業
実
績

① 

「
思
春
期
Ｆ
Ｐ
（
家
族
計

画
）
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
18
年
度
の
相
談
件
数
は
１

５
４
９
件
（
男
性
１
０
９
８

件
、
女
性
４
５
１
件
）
。
20

歳
未
満
の
相
談
は
男
性
で

95
・
３
％
、
女
性
は
48
・
６

％
を
占
め
て
い
る
。
全
国
47

都
道
府
県
の
う
ち
こ
の
電
話

相
談
の
利
用
者
が
ゼ
ロ
で
あ

っ
た
の
は
「
秋
田
県
」
の
み

で
あ
っ
た
。
職
業
別
、
相
談

内
容
を
表
１
に
ま
と
め
た
。

② 

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

　
１
９
９
７
年
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
本
会
の
相
談
事
業
が

「
不
妊
の
当
事
者
」
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
の
は
極
め

て
特
徴
的
で
あ
り
、
件
数
が

減
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ニ
ー
ズ
は
決
し
て
低
下

し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。

　
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
編

の
用
語
集
に
よ
れ
ば
「
生
殖

年
齢
の
男
女
が
妊
娠
を
希
望

し
、あ
る
一
定
期
間
、避
妊
す

る
こ
と
な
く
性
生
活
を
行
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

妊
娠
の
成
立
を
み
な
い
場
合

を
不
妊
と
い
う
」
と
定
義
さ

れ
、
そ
の
一
定
期
間
に
つ
い

て
は
現
在
１
年
と
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、不
育
症
と
は「
生

殖
年
齢
の
男
女
が
妊
娠
を
希

望
し
、
妊
娠
は
成
立
す
る
が

流
産
や
早
産
を
繰
り
返
し
て

生
児
が
得
ら
れ
な
い
状
態
。

流
産
を
３
回
以
上
繰
り
返
す

習
慣
流
産
と
ほ
ぼ
同
義
語
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
妊
娠
22

週
以
降
の
胎
内
死
亡
や
死
産

を
繰
り
返
す
症
例
も
包
括
す

る
概
念
で
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
18
年
度
の
相
談
３
９
３

件
の
う
ち
、
不
妊
が
82
・
２

％
、
不
育
17
・
８
％

で
、
不
妊
・
不
育
ご

と
の
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
表
２
の
通
り

で
あ
る
。

③ 

Ｏ
Ｃ
関
連
電
話
相

談
　
本
会
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
Ｏ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ル
」
「
Ｅ
Ｃ
／

Ｏ
Ｃ
コ
ー
ル
」
「
Ｅ

Ｃ
・
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
」
な
ど
三
つ
の

Ｏ
Ｃ
関
連
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。
18
年

度
の
相
談
件
数
は
、

ク
チ
ン
の
再
開
が
喫き

っ

緊き
ん

の
課

題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

が
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で

あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ

こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
接
種
者
に
つ

い
て
は
将
来
子
宮
頸
が
ん
の

発
症
を
抑
制
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
国
内
外
の

研
究
で
も
前
が
ん
病
変
を
減

ら
す
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
が
進
ま

な
い
と
な
る
と
、
将
来
わ
が

国
で
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症

率
を
抑
え
る
こ
と
が
極
め
て

難
し
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。

　
薬
を
飲
む
こ
と
で
妊
娠
を

中
断
で
き
る
方
法
を
日
本
に

導
入
す
る
こ
と
が
筆
者
に
と

っ
て
の
近
未
来
の
夢
で
あ

る
。
妊
娠
12
週
未
満
の
い
わ

ゆ
る
妊
娠
初
期
の
人
工
妊
娠

中
絶
と
し
て
わ
が
国
で
広
く

行
わ
れ
て
い
る
の
は
子
宮
内

容
除
去
術
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
推
奨
さ
れ

て
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
経
口

妊
娠
中
絶
薬
は
決
し
て
新
し

い
薬
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
１
９
８
８
年
、
世
界
に

先
駆
け
て
承
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
安
全
性
、
有

効
性
、
受
容
性
な
ど
器
械
的

中
絶
法
に
比
べ
高
い
評
価
を

得
て
い
る
こ
と
か
ら
世
界
で

は
２
０
１
７
年
末
ま
で
に
65

か
国
・
地
域
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
口
妊

娠
中
絶
薬
を
可
及
的
速
や
か

に
日
本
で
導
入
す
る
道
を
開

く
の
が
本
セ
ン
タ
ー
の
社
会

的
責
務
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
１
２
４
３
件
、３

２
６
件
、８
１
９
件
、
合
計

２
３
８
８
件
で
あ
っ
た
。
相

談
者
の
年
齢
、
相
談
内
容
な

ど
に
つ
い
て
は
表
３
で
ま
と

め
た
。

④
ミ
レ
ー
ナ
コ
ー
ル

　
子
宮
内
黄
体
ホ
ル
モ
ン
放

出
シ
ス
テ
ム
は「
ミ
レ
ー
ナ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

数
年
、「
ミ
レ
ー
ナ
コ
ー
ル
」

の
需
要
が
急
激
に
高
ま
っ
て

い
る
。
18
年
度
実
績
は
７
８

１
件
で
あ
る
が
、「
現
在
使
用

中
」
が
６
５
７
件
（
84
・
１

％
）、「
希
望
者
」
98
件
（
12
・

５
％
）と
な
っ
て
い
る
。「
副

作
用
関
連
」
「
マ
イ
ナ
ー
ト

ラ
ブ
ル
」
の
う
ち
、
一
番
多

い
の
は
「
不
正
出
血
」
で
、

次
い
で
「
下
腹
痛
」
「
無
月

経
」
な
ど
を
訴
え
て
い
る
。

「
性
交
渉
へ
の
影
響
」
を
問

う
相
談
も
目
立
っ
て
い
る
。

令
和
の
時
代
に
お
け
る
近
未

来
の
課
題

　
13
年
６
月
に
積
極
的
接
種

勧
奨
が
控
え
ら
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

た
「
東
京
都
不
妊
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
は
、
12
年

度
か
ら
「
東
京
都
不

妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
と
名
称
が
変
わ
っ

て
い
る
。
２
０
１
８
年

度
の
実
績
を
見
る
と
３

９
３
件
で
あ
り
、
最
も

利
用
率
の
高
か
っ
た
00

年
度
（
１
１
７
６
件
）

の
３
割
程
度
と
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
な
ど
、

独
自
に
相
談
事
業
を
実

施
し
て
い
る
不
妊
治
療

施
設
が
多
数
あ
る
こ

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
か
ら
関
連
情
報
を

容
易
に
得
る
こ
と
が
き

る
こ
と
な
ど
も
影
響
し

表１　2018年度思春期ＦＰホットライン（職業別、相談内容）
男性 小学生 中学生 高校生 専門校生 予備校生 大学生 家事専業 社会人 その他 フリーター

 合　計 1,098 18 288 591 17 5 109 0 45 6 17
自慰 23.3 11.1 28.5 24.5 17.6 20.0 13.8 0.0 8.9 16.7 17.6
包茎 19.6 5.6 22.6 16.6 11.8 20.0 27.5 0.0 33.3 33.3 5.9
性器 15.6 11.1 16.0 16.4 17.6 0.0 10.1 0.0 13.3 16.7 23.5
射精 8.7 5.6 10.4 9.5 5.9 20.0 3.7 0.0 2.2 0.0 5.9
性欲 5.4 16.7 4.9 4.2 5.9 0.0 13.8 0.0 0.0 16.7 0.0
問題行動 3.0 22.2 3.1 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 17.6
性交 2.8 0.0 0.7 3.2 11.8 0.0 1.8 0.0 11.1 0.0 5.9
病気 2.7 11.1 1.0 3.7 11.8 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0
精神・心 2.6 0.0 1.4 3.6 0.0 0.0 0.9 0.0 2.2 16.7 5.9
その他 16.3 5.6 5.6 3.6 0.0 20.0 1.8 0.0 4.4 0.0 5.9

女性 小学生 中学生 高校生 専門校生 予備校生 大学生 家事専業 社会人 その他 フリーター
合　計 451 21 34 100 2 0 144 27 114 4 4
緊急避妊 31.3 0.0 8.8 33.0 0.0 0.0 39.6 29.6 32.5 25.0 25.0
妊娠不安 23.5 4.8 5.9 34.0 0.0 0.0 28.5 11.1 21.1 25.0 0.0
ピル 12.9 0.0 2.9 4.0 0.0 0.0 15.3 11.1 24.6 0.0 0.0
月経 6.0 14.3 14.7 12.0 50.0 0.0 2.8 3.7 0.9 0.0 0.0
避妊 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 11.1 7.0 0.0 0.0
妊娠 3.1 4.8 0.0 4.0 50.0 0.0 2.1 0.0 3.5 0.0 25.0
精神・心 3.1 9.5 11.8 5.0 0.0 0.0 0.7 3.7 0.9 0.0 0.0
男女交際 2.9 0.0 20.6 2.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.9 0.0 25.0
病気 1.8 4.8 2.9 1.0 0.0 0.0 1.4 3.7 0.9 0.0 25.0
その他 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0

表２　 2018年度東京都不妊・
不育ホットライン（不
妊・不育別相談内容）

表３　 2018年度ＯＣ関連相談（年齢階級別・相談内容）
（「ＯＣサポートコール」「ＥＣ・ＯＣコール」「ＥＣ・ＯＣヘルプデスク」）

①知りたい情報

②治療のこと

③治療以外のこと

全体 不妊 不育
 合　計 393 323 70
不育症 11.2 1.2 57.1
助成金について 10.7 13.0 0.0
検査 7.6 8.4 4.3
体外受精／顕微受精 7.4 9.0 0.0
流産 7.1 3.1 25.7
病院情報 6.1 6.5 4.3
セックス 5.6 6.8 0.0
薬 2.5 2.8 1.4
男性不妊 2.5 3.1 0.0
月経・基礎体温など 2.3 2.8 0.0
代理母・卵提供 1.3 1.5 0.0
AIH 1.0 1.2 0.0
内膜症・筋腫など 1.0 1.2 0.0
AID 0.0 0.0 0.0
その他 9.7 11.5 1.4

全体 不妊 不育
 合　計 393 323 70
治療への迷い 18.6 19.5 14.3
病院への不満 9.4 10.2 5.7
不妊への不安 8.7 9.9 2.9
仕事との両立 5.9 5.6 7.1
治療のやめ時 3.8 4.6 0.0
費用 2.0 2.5 0.0
その他 7.4 5.9 14.3

全体 不妊 不育
 合　計 393 323 70
周囲との人間関係 5.6 6.5 1.4
夫とのこと 14.2 16.4 4.3
自分自身のこと 15.8 15.8 15.7
妊娠・出産・育児 0.3 0.3 0.0
養子 0.8 0.9 0.0
子どものいない人生 1.8 2.2 0.0
娘・息子のこと 1.5 1.9 0.0
2人目不妊 5.9 5.9 5.7
その他 7.9 7.1 11.4

全体 20歳
未満

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50歳
以上

 合　計 2,388 103 428 516 532 367 286 133 18
服用方法 20.1 18.4 18.0 21.5 19.4 23.4 21.7 12.0 27.8
飲み忘れた場合の対処 18.1 9.7 15.4 17.6 21.6 18.0 22.0 13.5 22.2
避妊効果 11.6 5.8 14.0 11.6 13.2 7.4 11.9 13.5 5.6
周期調節 10.8 4.9 10.5 12.6 9.8 11.2 15.0 6.0 0.0
薬物相互作用 10.8 5.8 8.6 9.7 12.2 13.6 6.6 22.6 5.6
マイナートラブル 6.6 10.7 6.3 8.3 7.1 5.2 3.5 6.8 0.0
ピル一般 4.9 16.5 4.9 4.3 3.6 4.4 3.8 6.0 11.1
副作用以外の不安 2.6 6.8 1.9 1.9 2.1 3.3 3.1 3.0 5.6
服用順番間違い 2.2 1.9 3.3 1.4 1.5 1.9 2.4 6.0 0.0
副作用 1.6 1.0 3.3 1.9 0.6 1.6 0.3 1.5 0.0

（
２
面
の
つ
づ
き
）

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4560
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4560
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-031-007
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-031-007
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-031-008
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-031-008
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2019-031-007
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デリケートゾーンの乾燥による
日常生活のつらい不快感のケアに 性交時の痛みや違和感を緩和

うるおい不足によっておこる

メノケアモイストゼリー リューブゼリー
日常の

保湿ケアに
性交時の
潤滑に

発 売 元 一般社団法人 日本家族計画協会
http://www.jfpa.or.jp/

発 売 元 一般社団法人 日本家族計画協会 
http://www.jfpa.or.jp/

製造販売元 ジェクス株式会社
http://www.jex-inc.co.jp/

製 造 元 ジェクス株式会社 
http://www.jex-inc.co.jp/

※ 通信販売で購入が可能です。また、一部の産科・婦人科等の病院・診療所、一部の薬局・薬店でもお買い求めいただけます。 ※ お近くの薬局・薬店・ドラッグストアの「避妊用品コーナー」にてご購入いただけます。またホームページからもお買い求めいただけます。

■内容量：50g／本
■メーカー希望小売価格：1,500円（税抜）

■内容量：55g／本
■メーカー希望小売価格：1,000円（税抜）

●デリケートゾーン用の水溶性保湿液
●高い保湿力を備え、長時間潤いが持続
●無香料・無着色・パラベン無添加
●pH4.0～4.5の弱酸性

●自然でなめらかな使いごこち
●さらっとした水溶性
●無臭・無色透明　　●殺菌処理済
●アレルギーテスト済

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
世
界

の
国
々
の
中
で
、
い
ち
早
く

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
政
府
が
推
進
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
子
宮
頸
が
ん
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
強
化
し
て

い
ま
す
。
２
年
ご
と
に
子
宮

頸
部
の
細
胞
を
検
査
す
る
ス

　
凍
結
受
精
卵
に
よ
る
生
殖

医
療
が
国
内
で
承
認
さ
れ
て

か
ら
三
十
年
余
。
倫
理
的
な

面
か
ら
適
応
の
範
囲
を
規
定

し
つ
つ
今
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
不
妊
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

寄
せ
ら
れ
る
凍
結
保
存
に
関

す
る
相
談
は
、
そ
う
し
た
社

会
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
な

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
は
「
い
の
ち
」
を
め
ぐ
る

繊
細
な
心
の
動
き
に
苦
し
む

声
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
体
外
受
精
で
２
人
の
子

が
生
ま
れ
た
。
病
院
に
は
受

精
卵
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
。
３
人
目
を
産
ま
な
い
な

ら
ば
、
近
い
う
ち
に
廃
棄
申

請
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

　
「
で
も
…
２
人
の
子
は
元

気
に
育
っ
て
い
る
。
凍
結
受

精
卵
で
生
ま
れ
た
子
た
ち

だ
。
残
さ
れ
て
い
る
受
精
卵

も
、
こ
の
子
た
ち
の
よ
う
に

伸
び
伸
び
と
育
つ
か
も
し
れ

な
い
。
な
の
に
、
私
は
捨
て

て
し
ま
う
の
か
？
　
そ
ん
な

こ
と
、
し
た
く
な
い
」

　
「
か
と
い
っ
て
３
人
目
を

産
む
決
断
が
で
き
な
い
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
堂
々

巡
り
を
し
て
い
て
答
え
が
出

な
い
」

　
「
廃
棄
」
と
い
う
言
葉
を

前
に
、
ひ
ど
く
心
を
痛
め
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
受
精
卵
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
い
の
ち
」
が
こ
ん
な

に
大
き
く
成
長
し
て
私
た
ち

と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ

ん
な
日
々
の
実
感
が
あ
る
か

ら
こ
そ
の
苦
し
み
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
手
で

「
い
の
ち
」
の
明
暗
を
分
け

て
い
い
の
か
、
と
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
、
２
０

１
７
年
に
は
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
検
査
を
５
年
ご
と
に

行
う
方
法
へ
切
り
替
え
、
同

時
に
高
齢
女
性
（
70
〜
74

歳
）
の
定
期
検
診
を
対
象
外

と
し
て
効
率
を
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
公
衆
衛
生
の

実
施
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
女
性
が
１
年
間
に
新
た
に

子
宮
頸
が
ん
に
か
か
る
率

は
、
現
在
10
万
人
当
た
り
７

例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
が
ん
評
議
会
の
研
究
部

門
統
計
局
は
、
子
宮
頸
が
ん

発
生
推
計
モ
デ
ル
を
基
に
今

後
の
見
通
し
を
発
表
し
ま
し

た
。
「Policy1-Cervix

」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
モ
デ
ル
に

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
（
女

子
だ
け
で
な
く
男
子
も
含

む
）
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
（
推
奨
年
齢
以
降
の
接

種
）
、
４
価
ワ
ク
チ
ン
か
ら

９
価
ワ
ク
チ
ン
へ
の
切
り
替

え
、
新
し
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
法
（
細
胞
診
か
ら
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
へ
の
移
行
）
な
ど

の
要
素
を
組
み
入
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
今
後
20
年
で
、

１
年
間
に
発
生
す
る
率
は
10

万
人
当
た
り
４
例
以
下
、
死

亡
率
は
10
万
人
当
た
り
1
例

数
（
保
健
・
寿
命
、
教
育
、

所
得
の
水
準
）
が
高
い
国
を

前
提
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
以
外
の
国
を
含
む
と
ま
だ

道
の
り
は
遠
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
世
界
の
子

宮
頸
が
ん
患
者
の
３
分
の
２

は
、
人
間
開
発
指
数
が
中
程

度
以
下
の
国
々
で
発
生
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

参
考
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い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
内
膜
症
の
確
定
診
断
に

は
腹
腔
鏡
な
ど
の
外
科
的
な

方
法
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
見
逃
さ
れ
て
い
る
場

合
も
多
く
、
患
者
の
女
性
は

も
っ
と
多
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
内
膜
症
に
か
か
る

と
重
い
月
経
痛
や
不
正
出

血
、
排
便
・
排
尿
痛
や
便
秘

な
ど
日
常
生
活
に
支
障
を
来

す
こ
と
も
多
く
、
生
殖
年
齢

女
性
、
つ
ま
り
、
職
業
上
の

◆ 

米
国
食
品
医
薬
品
局

（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
ニ
ュ
ー
ス

　
お
産
を
終
え
た
女
性
は
ホ

ル
モ
ン
が
大
き
く
低
下
し
、

こ
れ
に
伴
い
育
児
に
よ
る
不

眠
や
疲
労
の
た
め
精
神
が
不

安
定
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
女
性
は

こ
の
よ
う
な
軽
い
抑
う
つ

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー

ズ
）
が
あ
っ
て
も
数
週
間
で

消
失
し
ま
す
が
、
一
部
に
は

症
状
が
重
大
に
な
る
患
者
が

お
り
、
米
国
で
は
こ
の
よ
う

な
「
産
後
う
つ
」
は
９
人
に

１
人
の
割
合
で
発
症
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
安
や
不
眠
だ
け
で
な
く

認
知
障
害
や
自
殺
念
慮
に
ま

で
発
展
し
か
ね
な
い
こ
の
病

気
に
対
す
る
治
療
薬
は
こ
れ

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
「
産
後
う
つ
」
の
適
応

で
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
初
め
て
承
認
し

た
の
が
今
回
発
売
さ
れ
た

「
ブ
レ
キ
サ
ノ
ロ
ン
」
（
商

品
名
は
ザ
ル
レ
ソ
）
で
す
。

　
妊
娠
中
は
黄
体
ホ
ル
モ
ン

が
多
く
作
ら
れ
、
そ
の
代
謝

物
は
神
経
の
興
奮
を
抑
え
る

物
質
の
作
用
を
増
強
し
ま

す
。
し
か
し
出
産
後
に
ホ
ル

モ
ン
は
急
に
低
下
し
、
そ
れ

に
相
ま
っ
て
代
謝
物
も
減
少

し
て
う
つ
症
状
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

　
新
薬
は
こ
の
代
謝
物
に
類

似
す
る
物
質
で
、
興
奮
を
抑

え
る
作
用
を
回
復
さ
せ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
母
親
の
患

者
と
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は

朗
報
で
す
が
、
こ
の
薬
は
点

以
下
ま
で
減
少
す
る
で
あ
ろ

う
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
罹り

患か
ん

率
は
「
ま
れ

に
発
症
す
る
が
ん
」
の
基
準

（
10
万
人
当
た
り
６
例
未

満
）
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
、

事
実
上
、
子
宮
頸
が
ん
の
公

衆
衛
生
上
の
問
題
は
な
く
な

る
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
研
究
者
ら
は
同
じ
手
法
を

使
っ
て
世
界
レ
ベ
ル
の
推
計

も
同
時
に
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
多
価
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
を
８
割
以
上

に
上
げ
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
推
進
す
れ
ば
、
今
世
紀
中

に
「
10
万
人
当
た
り
４
例
以

下
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し

こ
の
推
計
は
、
人
間
開
発
指

滴
で
２
日
半
（
60
時
間
）
も

投
与
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
効

果
は
投
与
後
30
日
続
く
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
処
方
資
格
を
持
つ
病
院
だ

け
で
状
態
を
見
な
が
ら
治
療

し
、
そ
の
間
赤
ち
ゃ
ん
は
母

親
と
共
に
過
ご
し
、
大
切
な

母
子
の
ふ
れ
あ
い
を
必
ず
保

つ
よ
う
に
し
ま
す
。
「
産
後

う
つ
」
は
放
置
す
る
と
数
か

月
か
ら
数
年
続
く
こ
と
も
あ

り
、
母
親
は
自
分
の
健
康
管

理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
正
常
な

育
児
が
で
き
ず
、
赤
ち
ゃ
ん

の
発
達
時
期
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た
め

有
効
な
新
薬
は
常
に
求
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

参
考
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ま
た
、
凍
結
受
精
卵
を
移

植
す
る
決
心
が
つ
か
な
い
ま

ま
採
卵
だ
け
を
く
り
返
し
、

40
代
後
半
に
な
っ
た
女
性
が

い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
通

院
中
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
、

手
術
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
、
不
妊
治
療

も
。
殺
し
て
し
ま
う
な
ん
て

で
き
な
い
。
生
ま
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
せ
め

て
私
の
子
宮
の
中
で
終
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
。

　
罪
障
感
と
喪
失
感
が
交
錯

す
る
深
く
重
い
テ
ー
マ
で

す
。

　
誰
に
も
話
せ
ず
、
心
の
中

に
よ
ど
ん
で
い
た
思
い
を
語

り
尽
く
せ
ま
す
よ
う
に
…
と

願
っ
て
聴
い
て
い
ま
す
が
、

い
つ
か
ら「
い
の
ち
」な
の
か

は
時
代
や
文
化
に
よ
っ
て
捉

え
方
が
違
う
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
貧
困
に
苦
し

む
庶
民
に
は
、
や
む
に
や
ま

れ
ぬ
選
択
と
し
て
出
産
後
の

「
間
引
き
」
と
い
う
慣
習
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
は

「
７
歳
ま
で
は
神
の
領
域
に

属
す
る
も
の
」
と
し
て
「
子

ど
も
を
神
に
返
す
」
と
い
う

古
来
の
考
え
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
。
決
し
て
そ
の
慣
習

を
肯
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
相
談
者
の
方
が

あ
ま
り
に
つ
ら
そ
う
な
と
き

は
、
「
廃
棄
で
は
な
く
、
神

様
に
お
返
し
す
る
の
だ
と
考

え
ま
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
軽

薄
に
も
伝
え
た
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
口
に
は
し
ま
せ

ん
が
、
受
精
卵
さ
え
可
視
的

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、

罪
障
感
を
祈
り
と
共
に
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
る
英
知
が

欲
し
い
、
と
考
え
て
し
ま
う

の
で
す
。

　
そ
れ
で
も
何
も
言
わ
ず
話

に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、「
こ

ん
な
こ
と
言
え
た
の
は
、
初

め
て
。
ほ
っ
と
し
ま
し
た
」

と
和
ら
い
だ
声
が
聞
か
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
心
は
ど
こ
に
納
ま
り
所

そ
の
も
の
を
続
け
る
こ
と
が

困
難
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
残
さ
れ
た
凍
結
受
精
卵
の

廃
棄
と
い
う
問
題
に
直
面
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
廃
棄
だ
な
ん
て
と
て
も

で
き
な
い
。
受
精
卵
は
私
た

ち
に
と
っ
て
は
す
で
に
子
ど

を
得
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
話
を
聞
く
機
会
が
あ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
相
談
員 

 

赤
城
惠
子
）

◆ 

職
業
キ
ャ
リ
ア
を

目
指
す
と
き

　
欧
米
で
は
、
生
殖
年
齢
の

女
性
の
お
お
よ
そ
８
〜
10
％

は
子
宮
内
膜
症
に
か
か
る
と

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
る
途
上
に
あ
る
年
齢
層

の
女
性
に
と
っ
て
は
深
刻
な

問
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
ヒ
大
学
病
院
の
グ
ル

ー
プ
は
、
ス
イ
ス
と
ド
イ
ツ

の
病
院
で
内
膜
症
と
診
断
さ

れ
た
女
性
約
５
０
０
人
と

（
平
均
年
齢
33
・
７
歳
）
、

年
齢
が
ほ
ぼ
同
じ
で
内
膜
症

で
は
な
い
女
性
約
５
０
０
人

（
対
照
）
に
対
し
て
職
業
キ

ャ
リ
ア
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
内
膜
症
の
な
い
女
性
は
全

員
年
１
回
の
健
康
診
断
を
受

け
た
女
性
、
ま
た
は
内
膜
症

以
外
で
手
術
を
受
け
た
女
性

で
す
。
約
４
８
０
人
の
有
効

回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

し
た
。

　
「
ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
が

健
康
上
の
理
由
で
制
限
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」

―
「
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
」

内
膜
症
４
％
、
対
照
０
％
。

「
か
な
り
そ
う
思
う
」内
膜
症

８
％
、対
照
３
％
。「
多
少
そ

う
思
う
」
内
膜
症
10
％
、
対

照
５
％
。
逆
に
「
制
限
さ
れ

て
い
る
と
は
思
わ
な
い
」は
、

内
膜
症
69
％
、
対
照
86
％
。

　
次
の
質
問
で
、
「
今
の
仕

事
は
希
望
し
て
い
た
も
の
で

す
か
？
」
―
「
は
い
」
内
膜

症
55
％
、
対
照
65
％
。
「
あ

る
程
度
」
内
膜
症
23
％
、
対

照
20
％
。
「
い
い
え
」
内
膜

症
25
％
、
対
照
15
％
。
内
膜

症
の
女
性
は
症
状
が
重
い
と

欠
勤
も
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
予
想
に
反
し
、

78
％
の
内
膜
症
の
女
性
は
欠

勤
が
皆
無
で
、
職
業
ス
ト
レ

ス
の
程
度
は
対
照
と
大
差
な

く
、
現
職
に
就
い
て
い
る
年

数
も
よ
り
長
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
仕

事
に
就
き
な
が
ら
子
宮
内
膜

症
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
女
性
は
、
た
と
え

転
職
し
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
は
望
め
な
く
て

も
、
ス
ト
レ
ス
に
う
ま
く
対

処
し
な
が
ら
長
く
仕
事
を
続

け
て
い
る
よ
う
だ
と
、
研
究

グ
ル
ー
プ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

解
釈
し
ま
し
た
。
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「
何
を
伝
え
る
か
よ
り
、

ど
う
伝
え
る
か
の
方
が
、
何

万
倍
も
大
事
」
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

26
年
間
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
働
い
た
、
ぼ
く
の
持
論
中

の
持
論
で
す
。
ど
ん
な
に
優

れ
た
情
報
を
ど
ん
な
に
情
熱

を
込
め
て
伝
え
た
と
し
て

も
、
相
手
が
受
け
取
ら
な
か

っ
た
ら
、
ゼ
ロ
。
ど
ん
な
に

相
手
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
て

も
、
で
す
。

　
健
康
が
大
切
な
の
は
み
ん

な
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
み
す
み
す

病
気
に
な
る
道
を
選
ん
で
歩

く
人
だ
ら
け
な
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
？
　
心
臓
病
・
脳
卒

中
、
が
ん
の
リ
ス
ク
を
ど
ん

な
に
説
い
て
も
、
人
は
な
か

な
か
動
き
ま
せ
ん
。
そ
の
一

方
で
、
効
き
も
し
な
い
ダ
イ

エ
ッ
ト
法
に
は
、
多
く
の
人

が
せ
っ
せ
と
飛
び
付
く
と
い

う
、
ギ
ャ
ッ
プ
。
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
何
か
ら
生
じ
る
の
か

を
、
ち
ゃ
ん
と
ま
じ
め
に
考

え
な
い
と
、
真
に
有
効
な
指

導
な
ど
で
き
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
大
人
だ
っ
て
そ
ー

な
ん
だ
も
ん
、
ま
し
て
子
ど

も
じ
ゃ
あ
ね
え
…
。
「
分
か

り
や
す
く
」
を
目
指
し
て
伝

え
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い

ん
で
し
ょ
う
か
？

　
思
春
期
保
健
と
は
特
に
関

係
な
い
仕
事
を
し
て
き
た
ぼ

く
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
で
き

る
最
大
限
は
、
「
別
角
度
か

ら
の
斬
新
な
切
り
口
」
の
ご

提
案
で
す
。
人
が
食
い
つ
き

た
く
な
る
よ
う
な
情
報
提
供

テ
ク
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん

な
も
の
か
。
「
た
め
し
て
ガ

ッ
テ
ン
」
制
作
18
年
の
中
で

得
て
き
た
、
「
確
実
に
伝
え

る
た
め
の
ワ
ザ
」
「
知
識
を

行
動
に
移
し
て
も
ら
う
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ウ
ラ
話
も
含
め
て
思
い
っ

　
わ
が
国
の
思
春
期
の
自
殺

問
題
は
深
刻
で
、
10
代
の
死

因
の
第
１
位
（
15
〜
19
歳
）

と
第
２
位
（
10
〜
14
歳
）
は

自
殺
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
先
進
国

で
は
日
本
の
み
で
、
そ
の
死

亡
率
も
他
国
と
比
べ
て
高

く
、
国
際
的
に
も
深
刻
で

す
。
近
年
、
大
人
の
自
殺
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
子
ど
も
に
お
い
て
は
変

化
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
自
殺
の
原
因
は
、

よ
く
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
「
い
じ
め
」
だ

け
で
な
く
、
「
学
業
不
振
」

や
「
親
子
関
係
の
不
和
」
な

ど
が
多
い
こ
と
も
分
か
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
、
ど
の

よ
う
に
改
善
し
て
い
け
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
方
法
の
一
つ
に
、

「
生
き
抜
く
力
を
育
む
」
と

案
し
た
健
康
づ
く
り
の
実
践

方
法
や
、
培
っ
て
き
た
デ
ー

タ
の
例
な
ど
も
、
時
間
の
許

す
限
り
ご
紹
介
し
ま
す
。
と

い
う
わ
け
で
、
こ
の
会
に
は

初
め
て
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

　
本
会
の
思
春
期
を
対
象
に

し
た
電
話
相
談
（
「
思
春

期
・
Ｆ
Ｐ
（
家
族
計
画
）
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」）は
、間
も
な

く
40
年
を
迎
え
る
老
舗
と
も

い
え
る
存
在
で
す
。
も
ち
ろ

ん
相
談
員
は
入
れ
替
わ
り
、

相
談
内
容
も
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
だ
け
の
年
数
続

い
て
い
る
の
は
、
名
前
を
明

か
さ
ず
、
自
分
が
ど
こ
に
い

よ
う
と
も
利
用
が
で
き
、
専

門
家
と
直
接
話
せ
る
こ
と
に

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
電

話
」
と
い
う
ツ
ー
ル
に
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
た
今
で
も

何
か
期
待
さ
れ
る
役
割
が
あ

て
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

　
生
き
抜
く
力

と
は
何
か
を
理

解
し
、
こ
の
力

を
育
む
実
践
を

通
し
て
、
子
ど

も
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
を

支
え
る
皆
さ
ま

が
よ
り
よ
い
人

生
を
歩
む
き
っ

か
け
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
、

当
日
は
講
義
を

い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

る
の
で
す
。

　
コ
ー
ス
Ⅲ
へ
の
参
加
を
希

望
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
既

に
電
話
相
談
を
受
け
て
い

る
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
、
当
面
予
定
は
な

い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ

う
。
従
っ
て
、
電
話
対
応
の

ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
に
終
始
せ

ず
、
思
春
期
保
健
の
研
修
の

一
環
と
し
て
、
電
話
相
談
に

寄
せ
ら
れ
る
悩
み
を
共
有

し
、
今
ど
き
の
思
春
期
事
情

を
ご
理
解
い
た

だ
く
時
間
に
で

き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
講
義
は「
相
談
の
在
り
方
」

「
相
談
内
容
と
対
応
」
「
無

言
・
イ
タ
ズ
ラ
電
話
と
の
対た

い

峙じ

」
「
相
談
を
受
け
る
コ
ツ

を
上
手
な
相
談
員
さ
ん
の
様

子
か
ら
盗
も
う
！
」
と
い
っ

た
話
題
を
柱
に
進
め
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
（
出
番

は
半
年
後
。
準
備
を
進
め
る

う
ち
少
し
変
わ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
お
伝
え

し
た
い
こ
と
が
増
え
た
の
だ

と
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）
。

　
私
自
身
は
、
電
話
を
取
っ

て
直
接
相
談
を
受
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
員

さ
ん
の
採
用
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
期
間
か
ら
デ
ビ
ュ

ー
ま
で
を
見
守
り
、
日
常
は

相
談
ブ
ー
ス
の
後
ろ
に
位
置

す
る
自
分
の
デ
ス
ク
に
居
な

が
ら
、
相
談
員
の
や
り
と
り

の
ほ
と
ん
ど
を
耳
に
し
て
い

ま
す
。そ
の
声
と
経
験
、毎
年

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
デ
ー

タ
、
相
談
員
の
手
に
よ
っ
て

細
か
く
記
載
さ
れ
た
記
録
紙

の
内
容
を
生
か
し
な
が
ら
、

「
電
話
相
談
の
実
際
」
と
題

し
、
で
き
る
だ
け
相
談
室
の

臨
場
感
が
伝
わ
る
よ
う
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
本
会
は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も

家
庭
局
母
子
保
健
課
の
「
母
子
保
健
指
導

者
養
成
に
係
る
広
報
啓
発
一
式
」
事
業
を

受
託
し
た
。

　
今
年
度
の
研
修
は
、
全
７
テ
ー
マ
を
計

15
回
開
催
す
る
。
前
年
度
に
引
き
続
き
開

催
す
る
研
修
も
あ
る
が
、
新
た
に
「
母
子

保
健
指
導
者
総
合
研
修
」
と
「
予
期
せ
ぬ

妊
娠
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
研
修
」
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
表
中
①
、

②
）
。
ま
た
、
全
て
の
研
修
に
お
い
て
研

修
内
容
を
所
属
地
域
の
関
係
各
所
に
伝
達

す
る
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
参
加
者
に
は
学
ん
だ
こ
と
を
広
く

共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
研
修
会
の
日
程
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

詳
細
は
順
次
、
特
設
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲

載
の
予
定
。
受
講
申
し
込
み
も
同
サ
イ
ト

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

き
り
語
り
ま
す
。
そ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

平
仮
名
で
た
っ
た
の

４
文
字
。
さ
て
、
な

〜
ん
だ
⁉

　
さ
ら
に
、
番
組
制

作
の
中
で
ぼ
く
が
考

ス
は
、
世
界
中
か
ら
集
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

思
春
期
が
現
在
の
心
の
基
盤

の
強
さ
に
関
わ
ら
ず
、
生
き

抜
く
力
を
効
果
的
に
育
む
の

に
最
適
な
時
期
で
あ
る
こ
と

も
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
そ
こ
で
本
講
義
で
は
、
生

き
抜
く
力
が
何
で
で
き
て
い

て
、
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
て

い
く
の
か
、
と
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
科
学
的
に
解
説
し
ま

す
。
そ
の
上
で
、
生
き
抜
く

力
を
育
む
た
め
に
、
日
頃
ど

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
、
家
庭
や
学
校

環
境
を
ど
う
整
備
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
演
習
を
交
え

い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
実
は
、
思
春
期

の
子
ど
も
の
生
き
抜

く
力
を
育
む
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
環

境
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
エ
ビ
デ
ン

厚生労働省
委 託 事 業 2019年度 母子保健指導者養成研修会 開催決定‼

蝦名玲子／ミシガン州立
大学大学院にて修士号
（コミュニケーション学）、
東京大学大学院にて博士
号（保健学）を取得。2002
年より現職で、生き抜く
力の研究を基に、官公庁
や企業、大学や学校等へ
の支援を実施。著書に「生
き抜く力の育て方」（大修
館書店）など多数。

北折一／1987年NHKに
入局。95年から「ためし
てガッテン」立ち上げに
参加。以来「NHKスペシ
ャル」１本を除き、丸
18年間、一貫してガッ
テンの制作にあたる。著
書に「死なない！生きか
た～学校じゃあ教えちゃ
くれない予防医療～」（東
京書籍）他

杉村由香理／電話相談、
婦人科外来担当部署への
配属を機に、相談員と共
に学びながら、思春期の
対応に関わってきた。そ
の経験を生かし学会等で
の発表、関連教材制作・
執筆を行う。日本思春期
学会理事。

研修会名【カッコ内は開催地】 対象者

① 母子保健指導者総合研修
【東京】※２日間

都道府県、指定都市、中核市の母子保健
従事者で指導的立場にある者

② 予期せぬ妊娠に対する支援に関する研修
【東京】

女性健康支援センターや妊娠SOSを実施
している自治体及びその委託を受けてい
る団体等の担当者

③ 子育て世代包括支援センターに関する研修
【札幌、仙台、東京、大阪、鹿児島】

自治体の子育て世代包括支援センターの
設置・運営を中心的に担っている者

④ 産後ケア事業に関する研修
【東京、福岡】

自治体の産後ケア事業を中心的に担って
いる者及び委託を受けている産後ケア事
業実施施設の職員

⑤ 「子どもの心の診療医」指導医研修
【東京】

地域の小児科医に伝達できる立場の小児
科医

⑥
児童福祉施設給食関係者研修（食育の推進
のための関係者研修）
【仙台、東京、大阪、福岡】

児童福祉施設給食関係者等で指導的立場
にある者

⑦ 不妊・不育相談支援研修
【東京】

不妊専門相談センター実施自治体及び同
センターの職員及びその委託を受けてい
る病院等の職員

プログラム
演題 講師

1
日
目

思春期の子どもの心を
動かす接し方・伝え方 北折　　一

オープンダイアローグ
の実際

笹原信一朗
大井　雄一

電話相談の実際 杉村由香理
懇親会

2
日
目

ネットの有効活用を学ぶ 宮崎　豊久
思春期の折れない心を
育てる 蝦名　玲子

エンカウンター・アイ
スブレイクの実際 渡辺　純一

性教育をどう組み立
て、教材をどう作るか 高橋　幸子

3
日
目
アンケート調査の作り
方・まとめ方 北村　邦夫

大井　雄一 筑波大学医学医療系産業精神医学・宇宙
医学グループ 助教

北村　邦夫 一般社団法人日本家族計画協会 理事長／
家族計画研究センター 所長

笹原信一朗 筑波大学医学医療系産業精神医学・宇宙
医学グループ 准教授

高橋　幸子 埼玉医科大学医学部社会医学 助教
宮崎　豊久 ネットスター株式会社インターネットポリ

シースペシャリスト／日本思春期学会 理事
渡辺　純一 公益財団法人井之頭病院 精神看護専門看護師

＋今回ご紹介した新講師陣

開催日：2020年1月11日㈯～13日(月･祝)
会　場：成田ビューホテル（千葉県成田市）
定　員：150人
受講料： 52,500円（税別）内訳【受講料40,000円※

+食事代12,500円（昼2食、夜2食）】
 ※思春期保健相談士Ⓡの方は受講料が32,000円で受講が可能です。

コースⅢは、講義+実習が特徴となっており、
学んだ知識の深堀りをすることができます。
また、懇親会は他職種の方との情報共有の場
としても活用いただいております。

上記以外の講師やプログラムの詳細は、本会ホームページをご覧ください！

講
師
（
50
音
順
・
敬
称
略
） 

担当者から
のコメントⅢ

コース セミナー終了後、
「思春期保健
相談士®」として
認定されます！

本会ＨＰのこのバナーが目印！ＱＲコードからもご覧いただけます。

JFPA思春期保健セミナー® コースⅢ
開催のご案内

思
春
期
の
子
ど
も
の

心
を
動
か
す
接
し
方
・
伝
え
方

北
折 

一

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

思
春
期
の

生
き
抜
く
力
を
育
て
る

蝦
名　
玲
子

保
健
学
博
士
／
株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

代
表
取
締
役

電
話
相
談
の
現
状
と

期
待
さ
れ
る
役
割
と
は

杉
村
由
香
理

本
会
・
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長

2019年度
令和の時代合わせて、大きく前進するJFPA思春期保健セミナーⓇ。本号では思春期保健相談士Ⓡ

認定のための最終コースⅢをご紹介します

http://www.jfpa.info/boshi/
http://www.jfpa.info/boshi/
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2020-004-066
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2020-004-066


（　）6家 　 族 　 と 　 健 　 康（第783号） 2019年（令和元年）6月 1日

ライン」改訂

が付いている教材の詳細は、「本会総合カタログ 2019年版」をご覧ください。カタログをご希望の方は FAX：03（3267）2658 まで（無料でお送りします）カタログ

メタボ編 コレステロ
ール編

血糖編 血圧編

【指導箋】 判／ 冊 枚（天のり製本）／表カラー・裏
色刷／ 冊 円（税別）多部数割引あり

【著者】クオリティライフサービス 管理栄養士 小島美和子
待望の コンビニごはんガイド 女性編  

6月中旬 NEWリリース！ 

品数が充実したコ
ンビニごはんの利用
は、ますます増加の一
途。そこで、悪い組み
合わせ方や改善ポイ
ントをわかりやすく
解説しました。
豊富な食品から、栄

養バランスの整った
上手な選び方を指導
するのに最適です。

カタログ 2019年版 
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本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
人
事
部

の
高
木
智
子
さ
ん
に
、
新
入
社
員
を
対
象
に
し
た
健
康
支
援
を
テ
ー
マ
に
ご
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

　
４
月
25
日
、
日
本
高
血
圧
学
会
が
５
年
ぶ
り
の
改
訂
と
な
る
「
高
血
圧
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
１
９
」
（
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
１
９
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
で

は
、
よ
り
早
期
の
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
、
降
圧
目
標
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
高
血
圧
患
者
減
少
の
た
め
の
戦
略
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
号
は
、
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

一
大
決
心
し
て
こ
の
道
に

　
私
は
、
大
学
で
は
医
療
と

は
関
わ
り
の
な
い
、
一
般
的

な
学
生
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
と

き
、
と
あ
る
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
て
出
会
っ
た
看
護
学

部
の
仲
間
と
の
交
流
が
き
っ

か
け
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
大

学
を
卒
業
し
て
、
自
分
が
ど

ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
、

悩
み
に
悩
ん
だ
時
期
を
経

て
、
最
終
的
に
は
、
大
学
を

中
退
す
る
と
い
う
一
大
決
心

を
し
ま
し
た
。

　
翌
年
、
大
学
の
看
護
学
部

へ
入
学
。
看
護
師
・
保
健
師

国
家
資
格
を
取
得
し
、
大
学

卒
業
後
は
、
臨
床
で
の
看
護

師
、
大
学
の
夜
間
学
生
の
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
保
健

師
業
務
を
経
て
、
２
０
０
６

年
か
ら
は
、
産
業
保
健
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
私
が
現
在
勤
務
し
て
い
る

株
式
会
社
ア
ル
ビ
オ
ン
は
創

業
１
９
５
６
年
、
高
級
化
粧

品
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
業
員
数
は
約
３

２
０
０
人
で
、
そ
の
８
割
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
女
性
社
員

の
多
く
は
、
高
級
化
粧
品
の

接
客
販
売
職
で
あ
る
「
美
容

部
員
」
と
呼
ば
れ
る
職
種
で

す
。

　
今
回
は
職
域
保
健
の
現
場

か
ら
、
新
入
社
員
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
発
覚
す
る

驚
く
べ
き
食
生
活

　
毎
年
、
多
く
の
新
入
社
員

が
入
社
し
ま
す
。
本
年
度
は

特
に
多
く
、
美
容
部
員
職
、

営
業
職
、
生
産
職
、
研
究
職

合
わ
せ
て
、
４
０
０
人
弱
の

新
入
社
員
を
受
け
入
れ
ま
し

◆ 

高
血
圧
対
策
の
戦
略
的
取

り
組
み
を
呼
び
掛
け

　
今
回
の
改
訂
で
は
、
75
歳

未
満
の
成
人
の
高
血
圧
基
準

値
に
変
更
は
な
く
、
収
縮
期

１
４
０
㎜
Hg
／
拡
張
期
90
㎜

Hg
以
上
（
診
察
室
血
圧
・
合

併
症
が
な
い
場
合
）
で
据
え

置
か
れ
た
。

　
こ
の
基
準
で
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
や
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
２
０
１
０
な
ど
に

基
づ
い
て
推
計
す
る
と
、
２

０
１
７
年
の
高
血
圧
有
病
者

数
は
４
３
０
０
万
人
。
こ
の

う
ち
３
１
０
０
万
人
が
管
理

不
良
で
あ
り
、
さ
ら
に
自
ら

の
高
血
圧
を
認
識
し
て
い
な

い
者
は
１
４
０
０
万
人
と
み

ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
１
９
で
は
、

新
た
に
「
高
血
圧
管
理
の
向

上
に
向
け
た
取
組
み
と
今
後

の
展
望
」
と
い
う
章
が
立
て

ら
れ
た
。
こ
の
章
で
は
高
血

圧
患
者
の
う
ち
57
％
（
２
４

た
。
そ
の
一
人
一
人
の
雇
い

入
れ
時
健
康
診
断
を
、
毎
年

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
チ
ー
ム

３
人
で
ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
し
、
所
見
を
細
か
く
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
雇
い
入
れ
時
健

康
診
断
で
は
、
平
均
年
齢

22
・
２
歳
で
、約
66
％
が
有
所

見
者
で
し
た
。
所
見
の
内
訳

は
、尿

に
ょ
う

蛋た
ん

白ぱ
く

、脂
質
異
常
、貧

血
、
低
体
重
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

有
所
見
者
に
は
、
集
合
研
修

中
に
、
保
健
師
が
個
別
に
保

健
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
独
自
の
健
康
診
断

基
準
と
し
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
17
・

０
以
下
の
女
性
を
低
体
重
の

保
健
指
導
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
有
所
見
者
の

中
に
は
14
台
と
い
う
方
も
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
低
体
重

の
社
員
は
、
貧
血
や
脂
質
異

常
、
肝
機
能
低
下
、
月
経
不

順
を
併
発
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
多
く
あ
り
、
保
健
指
導
時

に
し
っ
か
り
、
生
活
背
景
や

食
生
活
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま

す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
驚
く

べ
き
食
生
活
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
朝
食
抜
き
、
偏
っ
た
ダ
イ

エ
ッ
ト
（
炭
水
化
物
抜
き
や

果
物
ダ
イ
エ
ッ
ト
）
ま
で

は
、
想
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
食
事
は
三
食

と
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
お
菓

子
と
い
う
方
や
、
空
腹
時
に

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
補
食
す
る

だ
け
で
、
普
段
か
ら
ま
と
ま

っ
た
食
事
は
と
ら
な
い
と
い

う
方
も
い
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
続
く

食
生
活
の
乱
れ

　
他
に
は
、
脂
質
異
常
症
の

社
員
が
多
く
い
る
こ
と
が
意

外
で
し
た
。
20
代
前
半
で
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

２
０
０
近
く
あ
る
新
入
社
員

も
お
り
、
家
族
性
の
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
可
能
性

も
あ
る
一
方
で
、
や
は
り
そ

の
背
景
に
は
学
生
時
代
か
ら

の
食
生
活
が
影
響
し
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
２
２
０
あ
っ
た
方
は
、
大

学
４
年
間
、
一
人
暮
ら
し
を

す
る
中
で
、
外
食
も
し
く

は
、
お
総
菜
の
揚
げ
物
や
、

ア
ル
バ
イ
ト
先
で
の
ま
か
な

い
を
深
夜
に
摂
取
し
て
い
た

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
方
に
は
、
個
別
の
保
健
指

導
時
に
、
詳
細
な
栄
養
指
導

を
実
施
し
、
今
後
も
継
続
し

て
担
当
保
健
師
が
フ
ォ
ロ
ー

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
個
人
に
対
す
る
保
健
指
導

だ
け
で
な
く
、
新
人
研
修
時

に
、
保
健
師
に
よ
る
集
団
へ

の
健
康
教
育
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
健
康
教
育
の
準
備
の

た
め
、
入
社
時
に
「
健
康
に

か
ら
は
、
自
炊
を
す
る
と
ゴ

ミ
が
出
る
の
が
嫌
で
、
家
で

や
る
と
し
て
も
お
湯
を
沸
か

す
ぐ
ら
い
、
基
本
は
外
食
、

コ
ン
ビ
ニ
ご
飯
、
カ
ッ
プ
麺

を
食
べ
て
い
る
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。

手
軽
な
改
善
法
を
紹
介
し
て

健
康
管
理
に
つ
な
げ
る

　
そ
う
い
っ
た
若
年
層
の
声

も
参
考
に
し
て
、
健
康
教
育

で
は
、
新
入
社
員
が
よ
り
実

践
的
に
、
効
果
的
な
食
事
を

摂
取
で
き
る
よ
う
、
お
湯
・

電
子
レ
ン
ジ
を
使
用
す
る
だ

け
で
で
き
る
食
事
の
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
健
康

教
育
の
中
で
、
実
際
に
お
湯

を
使
っ
た
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

の
野
菜
を
取
り
入
れ
た
食
事

を
作
っ
て
み
た
り
、
コ
ン
ビ

ニ
で
買
っ
て
き
た
食
材
に
一

手
間
加
え
た
食
事
を
作
っ
た

り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

取
り
入
れ
た
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
疾
病
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
学
生
か
ら
社
会
人
に

な
る
新
人
教
育
時
に
、
正
し

い
健
康
管
理
の
知
識
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
学
校
保
健
か
ら

引
き
継
い
だ
大
事
な
若
手
社

員
を
、産
業
保
健
師
と
し
て
、

し
っ
か
り
支
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

５
０
万
人
）
し
か
治
療
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
や
、
治
療

を
受
け
て
い
て
も
血
圧
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
者

が
約
半
数（
１
２
０
０
万
人
）

し
か
お
ら
ず
、
高
血
圧
患
者

全
体
の
30
％
に
満
た
な
い
現

状
を
問
題
視
し
て
い
る
。

　
こ
の
対
策
の
た
め
、
社
会

全
体
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
実
情
を
考
慮
し
た

多
職
種
協
働
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
提
言
。患
者
・

家
族
以
外
に
、
医
療
機
関
、

専
門
医
、
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
・
薬
剤
師
な
ど
の
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
、
地
域
住
民
が
密

接
に
連
携
を
と
り
、
協
働
す

る
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　
高
リ
ス
ク
戦
略
、
ポ
ピ
ュ

関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
実
施

し
、
そ
の
結
果

を
基
に
、
そ
の

年
の
新
入
社
員

の
喫
煙
率
、
運

動
率
、
食
生

活
、
飲
酒
状

況
、
睡
眠
状
況

な
ど
を
把
握
し

ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

と
同
時
期
に
受
診
し
た
、
雇

い
入
れ
時
健
康
診
断
結
果
と

合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
深
い
そ

の
年
の
新
入
社
員
の
傾
向
を

ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
毎
年
、

健
康
教
育
の
組
み
立
て
を
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
５
年
は
特
に
、
脂
質

異
常
、
貧
血
、
低
体
重
の
新

入
社
員
が
散
見
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
食
生
活
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
健
康
教
育
を
組
み
立

て
て
い
ま
す
。
私
は
職
場
に

行
き
、
日
常
的
に
保
健
指
導

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

対
象
と
な
る
若
年
層
の
社
員

新人研修時に行う集団への
健康教育の様子

　
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の「
オ
リ
ジ
ナ
ル
指
導
箋
」

は
、
５
０
０
種
類
以
上
あ
る
健
康
情
報

の
コ
マ
の
中
か
ら
、
お
客
様
の
お
好
み

を
お
作
り
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
細
は
、

本
会
総
合
カ
タ
ロ
グ
２
０
１
９
年
版
の

２
〜
46
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
マ
を
組
み
合
わ
せ
て

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
指
導
箋

を
作
っ
て
み
よ
う

の
組
み
合
わ
せ
・
順
番
で
両
面

カ
ラ
ー
の
指
導
箋
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
教
材
で
す
。

　
名
入
れ
印
刷
も
無
料
で
で
き

ま
す
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
案
内
な
ど
、
独
自
の
原
稿
を

入
れ
た
り
、
郵
送
用
に
三
つ
折

り
に
し
て
納
品
し
た
り
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
ご
利
用
シ
ー

ン
に
合
わ
せ
た
、
最
適
な
一
枚

4

4

4

4

4

ほとんどの人は、自分の体重、身長、ウエスト、視力
などの値を知っていると思います。
では、自分の血圧値を知っていますか？
どれくらいの血圧値がよいのかご存じですか？
血圧値を最適に保つことは、将来さまざまな病気に
かからないようにするためにとても大切なことです。

日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン2019」より作図
（数値は診察室血圧）

○正常高値血圧
◎正常血圧

△高値血圧

×
×
×

Ⅲ
度
高
血
圧

×
×

Ⅱ
度
高
血
圧

×

Ⅰ
度
高
血
圧

最
大
血
圧（
収
縮
期
）

※家庭血圧では最大（収縮期）血圧135mmHgかつ/または
最小（拡張期）血圧85mmHg以上で、高血圧と分類されます
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メモ

健康
メモ

健康
メモ

健康
メモ

レ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
で
の
方
策

に
は
、
行
政
の
ほ
か
、
マ
ス

コ
ミ
、
産
業
界
、
学
協
会
の

連
携
・
協
働
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
戦
略
に

よ
る
取
り
組
み
が
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
、
循
環
器
疾
患

減
少
に
よ
る
健
康
寿
命
延
伸

に
不
可
欠
で
あ
る
と
断
言
し

て
い
る
。

◆ 

血
圧
値
の
分
類
と
高
血
圧

の
基
準

　
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
１
９
で
は
、

後
述
の
知
見
に
よ
り
、
成
人

の
降
圧
目
標
値
を
１
３
０
㎜

Hg
／
80
㎜
Hg
未
満
（
診
察
室

血
圧
）
と
引
き
下
げ
た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
１
４
で
は
１

４
０
㎜
Hg
／
90
㎜
Hg
未
満
は

正
常
域
血
圧
と
定
義
さ
れ
、

そ
の
中
で
正
常
高
値
、
正
常

値
、
至
適
血
圧
と
分
け
ら
れ

て
い
た
が
、
今
回
の
改
訂

で
、
基
準
値
以
下
は
「
高
値

血
圧
」
「
正
常
高
値
血
圧
」

「
正
常
血
圧
」
の
三
つ
に
分

類
さ
れ
た
（
図
１
上
）
。

　
降
圧
目
標
値
が
こ
の
よ
う

に
厳
格
化
さ
れ
た
の
は
、
１

２
０
㎜
Hg
／
80
㎜
Hg
以
上
に

な
る
と
、
脳
心
血
管
病
発
症

率
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
が

国
内
外
の
研
究
※
１

に
よ
っ

て
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
１
２
０
〜
１
３
９
㎜

Hg
／
85
〜
89
㎜
Hg
の
群
は
高

血
圧
へ
移
行
す
る
確
率
が
高

い
と
い
う
論
文
※
２

も
発
表

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
鑑

み
、
「
正
常
血
圧
」
と
さ
れ

る
範
囲
が
今
回
の
よ
う
に
低

い
レ
ベ
ル
に
変
更
さ
れ
た
。

◆ 

詳
細
に
な
っ
た
家
庭
血
圧

分
類

　
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
１
４
で
は
、

家
庭
血
圧
値
の
評
価
を
高
血

圧
と
正
常
域
血
圧
の
二
つ
で

分
類
し
て
い
た
が
、
近
年
の

家
庭
血
圧
測
定
の
普
及
を
受

け
、
Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
１
９
で

は
、
図
１
下
の
と
お
り
、
診

察
室
血
圧
と
同
様
の
分
類
と

な
っ
た
。
な
お
、
家
庭
血
圧

で
の
高
血
圧
基
準
値
は
、
１

３
５
㎜
Hg
／
85
㎜
Hg
以
上

と
、
変
更
は
な
い
。

◆ 

脳
心
血
管
病
リ
ス
ク
因
子

に
「
男
性
」
が
追
加

　
高
血
圧
は
脳
心
血
管
病
の

主
要
な
危
険
因
子
と
な
る

が
、
高
血
圧
以
外
の
因
子
も

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
因
子
の
種

類
と
数
、
血
圧
値
を
組
み
合

わ
せ
て
、
脳
心
血
管
病
リ
ス

ク
の
層
別
化
が
な
さ
れ
る

（
図
２
）。数
々
の
エ
ビ
デ
ン

ス
を
基
に
、
今
回
の
改
訂
で

は
「
男
性
」
と
い
う
因
子
が

加
え
ら
れ
た
。ま
た
、「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

と
い
う
因
子
は
削
除
さ
れ
、

肥
満
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
の
記
載
が
残
っ
た
。

◆
そ
の
他
の
変
更
点

　
21
年
以
降
、
水
銀
血
圧
計

の
製
造
・
輸
出
入
が
禁
止
さ

れ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
困

難
に
な
る
た
め
、
水
銀
血
圧

計
は
使
用
す
べ
き
で
な
い
と

さ
れ
た
。
こ
れ
に
替
わ
る
も

の
と
し
て
、
電
子
圧
力
柱
血

圧
計
（
本
会
取
り
扱
い
有

り
・
下
記
参
照
）
の
使
用
が

推
奨
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
治
療
薬
に
お
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
は
、
薬
剤

費
を
節
減
で
き
る
た
め
、
患

者
の
服
薬
治
療
へ
の
積
極
性

を
向
上
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
と
示
さ
れ
、
中
で
も
先
発

医
薬
品
と
有
効
薬
剤
成
分
や

添
加
物
、
製
造
方
法
が
全
て

同
一
の
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
は
「
積
極
的

に
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
」
と
推
奨
さ
れ
た
。

※
１
　Lloyd-Jones DM

, 
et al.; JAM

A. 2005 Jul 
27/K

okubo Y, et al. 
H
ypertension. 2008 
Oct/Asayam

a K, et al.; 
J Hypertens. 2009 Feb.

※
２
　Vasan RS,et al. 

Lancet. 2001 Nov 17.

図１　成人における血圧値の分類図２　診察室血圧に基づいた脳心血管病リスク層別化
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地
域
に
お
け
る
鍵
は
総
合
診
療
医
と
の
多
職
種
連
携

伊
藤
　
雄
二

51
公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会　

総
合
診
療
産
婦
人
科
養
成
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

市
立
恵
那
病
院　

副
管
理
者
・
産
婦
人
科
部
長 

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

６月
第497回

自
立
を
見
据
え
た
幼
児
期
か
ら
の

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
わ
が
国
に
お
け
る
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
認
識

は
先
進
国
の
中
で
も
遅
れ
て

お
り
、
ピ
ル
使
用
率
の
低
さ

を
含
め
、
避
妊
教
育
、
性
教

育
、
さ
ら
に
は
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ

に
関
す
る
意
識
は
と
り
わ
け

低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
の
原
因
は
女
性
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
担
う
べ
き
人
材

の
不
足
、
そ
れ
に
関
す
る
情

報
や
教
育
の
不
足
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ウ
ィ

【
講
師
】
平
岩
幹
男
（
東
京

大
学
医
学
部
小
児
科
非
常
勤

講
師
／
日
本
小
児
保
健
協
会

常
任
理
事
）

【
内
容
】
発
達
障
害
と
は
？

／
療
育
的
対
応
の
い
ろ
い
ろ

／
乳
幼
児
健
診
／
園
で
も
家

庭
で
も
や
っ
て
み
よ
う
な
ど

【
日
時
】
６
月
11
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

第
15
話

世
界
で
は
ピ
ル
を
巡
っ
て

議
論
が

　
日
本
で
ピ
ル
の
承
認
に
向

け
て
厚
生
省
が
積
極
的
に
動

き
出
し
て
い
た
さ
な
か
、
避

妊
目
的
で
ピ
ル
を
服
用
す
る

者
が
百
万
を
超
え
よ
う
と
し

て
い
る
世
界
各
国
で
は
ピ
ル

を
巡
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。

　
１
９
６
０
年
に
世
界
で
最

初
に
承
認
さ
れ
た
ピ
ル
が
エ

1985年自治医科大学卒業、長崎県の
離島での産婦人科勤務後、佐賀大学、
自治医科大学およ
びさいたま医療セ
ンターで主に周産
期医療に従事、
2001年から群馬
県西吾妻福祉病院
で勤務後、17年
より現職。

伊藤　雄二今月の人

エ
ナ
ビ
ッ
ド
を
服
用
し
た
女

性
の
肺
塞
栓
症
の
症
例
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
下

肢
静
脈
に
発
生
し
た
凝
血
塊

が
循
環
し
て
肺
に
達
し
、
致

命
的
な
肺
塞
栓
症
を
引
き
起

こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
、
数
例
の
症
例
報
告
が

な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
世
界
各

国
で
の
研
究
が
進
ん
だ
。

　
米
英
に
お
け
る
研
究
で

は
、
主
と
し
て
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
量
が
０
・
05
㍉
㌘
以
上
の

ピ
ル
が
血
栓
塞
栓
症
の
発
生

頻
度
を
高
め
る
と
の
報
告
を

ま
と
め
た
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、

ピ
ル
使
用
者
の
血
栓
塞
栓
症

の
発
症
リ
ス
ク
が
非
使
用
者

の
４
・
４
〜
９
倍
。し
か
し
、

ピ
ル
を
中
止
し
た
後
に
も
、

高
い
リ
ス
ク
が
継
続
す
る
と

い
う
報
告
は
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
研
究
結
果
を
踏
ま

え
て
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
量
の

低
用
量
化
が
進
行
す
る
こ
と

に
な
る
（
北
村
邦
夫
：
ピ
ル

と
血
栓
症
、
臨
床
婦
人
科
産

科 50(10)

：1308-1331

、
　
64
年
７
月
21
日
付
、
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
紙
（
英
国
）
に
よ

れ
ば
、
同
月
20
日
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
会
堂
で
開
か
れ
た

英
国
医
学
会
の
年
次
総
会
に

お
い
て
、
ジ
ェ
ラ
ー
ド
会
長

（
産
婦
人
科
医
）
は
、
「
経

口
避
妊
薬
を
社
会
的
な
理
由

で
試
み
る
な
ら
ば
、
女
性
達

は
集
団
実
験
に
参
加
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
モ
ル
モ
ッ
ト

と
い
っ
て
よ
い
。
多
く
の

人
々
は
、
こ
の
薬
剤
を
長
期

間
服
用
し
て
も
害
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
長
期
に
わ

た
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

機
構
を
乱
す
こ
と
は
ど
う
か

と
い
う
わ
け
で
あ
る
」
と
挨

拶
し
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、

「
最
近
、
糖
尿
病
患
者
は
服

用
し
な
い
方
が
よ
い
と
い
う

兆
候
が
現
れ
て
い
る
」
と
も

述
べ
た
が
、
７
月
26
日
の
サ

ン
デ
イ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
も

「
経
口
避
妊
薬
は
ど
の
位
安

全
か
」
と
い
う
見
出
し
で
、

ジ
ェ
ラ
ー
ド
博
士
の
談
話
を

中
心
に
大
々
的
に
取
り
上
げ

て
い
る
。
ピ
ル
に
つ
い
て

は
、
や
は
り
英
国
の
専
門
医

師
も
大
き
な
不
安
を
抱
い
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
（
資
料
：
国
際

家
族
計
画
連
盟
西
太
平
洋
事

務
局
、
「
家
族
計
画
」
64
年

10
月
20
日
号
）
。

ナ
ビ
ッ
ド
10

（
ノ
ル
エ
チ

ノ
ド
レ
ル

９
・
85
㍉
㌘

と
メ
ス
ト
ラ

ノ
ー
ル
０
・

15
㍉
㌘
の
配

合
剤
）。そ
の

１
年
後
に
は

1996

）
。

　
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
米

国
で
は
エ
ナ

ビ
ッ
ド
を
投

与
さ
れ
た
５

万
人
の
女
性

に
つ
い
て

は
、
医
師
側

で
は
何
の
副
作
用
も
現
れ
な

か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
き
て

お
り
、
医
薬
食
品
局
側
で
も

エ
ナ
ビ
ッ
ド
に
よ
る
血
栓
症

に
注
意
を
怠
ら
な
い
が
、
警

告
を
出
す
ほ
ど
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
し
て
い
る
。
米
国

政
府
保
健
当
局
で
は
、
製
造

発
売
側
に
新
薬
を
提
供
す
る

こ
と
に
つ
い
て
強
く
自
粛
を

要
望
、
取
り
締
ま
り
を
一
層

厳
重
に
す
る
と
し
た
。
62
年

の
こ
と
で
あ
る
（
「
家
族
計

画
」
62
年
12
月
20
日
号
）
。

　
私
は
産
婦
人
科
専
門
医
で

あ
り
、
避
妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
し
て
多
く
の
先
生

方
か
ら
、
性
教
育
の
み
な
ら

ず
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る

取
り
組
み
を
伺
い
、
微
力
な

が
ら
実
践
し
て
き
た
。
そ
の

一
方
で
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
連
合
学
会
の
認
定
医
・

指
導
医
と
し
て
、
学
会
の
女

性
の
医
療
・
保
健
委
員
会

（
通
称PCOG

：Prim
ary 

Care Ob-Gyn

）
の
副
委
員

長
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
活

動
を
通
し
て
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ

ル
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
総
合
診
療
医
の
先
生

方
と
協
力
し
、
そ
の
知
識
や

技
能
の
普
及
、
情
報
発
信
を

　
今
後
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
と
し
て
の
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ

ル
ス
の
重
要
性
が
も
っ
と
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
産
婦

人
科
医
と
協
働
し
て
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ヘ
ル
ス
に
取
り
組
む
総

合
診
療
医
や
他
科
医
師
な
ら

び
に
助
産
師
・
看
護
師
を
は

じ
め
と
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
が
広
が
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は

女
性
診
療
の
専
門
医
と
し
て

産
婦
人
科
医
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
私
が
勤
務
す
る
中
小
都
市

の
病
院
に
も
、
月
経
問
題
を

抱
え
た
女
性
の
み
な
ら
ず
、

性
感
染
症
や
性
被
害
と
も
言

え
る
よ
う
な
状
況
の
若
年
女

性
や
、
望
ま
な
い
妊
娠
に
気

メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
、
特
に
性
教

育
や
避
妊
教
育
の
普
及
に
積

極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
の

は
、
産
婦
人
科
医
を
中
心
と

し
た
避
妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
先
生
方
で
あ
る

が
、
海
外
で
は
総
合
診
療
医

（
家
庭
医
）
や
助
産
師
、
看

護
師
な
ど
多
職
種
で
そ
の
役

割
の
多
く
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
来
幅
広
い
分
野
で
あ
る

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
を
産
婦

人
科
医
だ
け
で
担
う
こ
と
は

困
難
で
、
特
に
地
域
に
お
け

る
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
の
担

い
手
と
し
て
の
総
合
診
療
医

と
の
協
働
は
、
地
域
医
療
の

現
場
お
よ
び
地
域
に
お
け
る

教
育
で
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

付
か
ず
、
あ
る
い
は
気
付
い

て
い
る
と
し
て
も
誰
に
も
話

せ
ず
中
絶
で
き
な
い
時
期
に

受
診
し
た
り
、
中
絶
し
た
く

て
も
受
診
の
診
療
費
さ
え
支

払
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
り

ン
ズ
ヘ
ル
ス
に
は
産
婦
人
科

医
だ
け
で
な
く
、
そ
の
専
門

的
な
知
識
を
共
有
し
、
協
働

し
て
く
れ
る
総
合
診
療
医
や

助
産
師
、
看
護
師
な
ど
多
職

種
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
総
合
診

療
医
に
と
っ
て
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
実
践
す
る
た

め
の
知
識
を
得
た
り
、
実
際

に
研
修
し
た
り
す
る
機
会
が

少
な
い
だ
け
で
な
く
、
ウ
ィ

メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
を
広
め
る
重

要
性
が
一
般
市
民
に
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
医
師

や
医
療
従
事
者
に
も
認
識
さ

れ
て
い
な
い
。

と
い
っ
た
女
性
も
受
診
す

る
。

　
私
た
ち
の
施
設
は
市
内

で
唯
一
の
産
婦
人
科
施
設

で
あ
り
、
産
婦
人
科
外
来

診
療
・
分
娩
・
手
術
な
ど

の
診
療
を
優
先
せ
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
健
診
セ
ン

タ
ー
で
の
子
宮
が
ん
検
診

も
地
域
に
長
く
住
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
ベ
テ
ラ
ン
の

産
婦
人
科
医
お
よ
び
産
婦

人
科
研
修
後
、
実
践
を
継

続
し
て
い
る
家
庭
医
療
専

門
医
の
先
生
が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
現
状
で
は
地
域
で
の

性
教
育
に
十
分
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い

が
、
お
そ
ら
く
多
く
の
地

域
で
は
同
じ
よ
う
な
状
況

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
地
域
に
お
け
る
ウ
ィ
メ

行
っ
て
い
る
。

　
当
院
で
も
家
庭
医
療
専
攻

医
の
産
婦
人
科
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
が
、
専
攻
医
た
ち
は
研

修
を
通
し
て
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ

ル
ス
に
継
続
し
て
関
わ
る
必

要
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
そ

の
後
の
実
践
に
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。

【
講
師
】
星
野
恭
子
（
瀬
川

記
念
小
児
神
経
学
ク
リ
ニ
ッ

ク
）

【
内
容
】
睡
眠
リ
ズ
ム
と
発

達
の
関
係
／
睡
眠
リ
ズ
ム
の

変
調
か
ら
起
こ
る
障
害
・
疾

患
／
保
護
者
に
出
来
る
早
寝

早
起
き
習
慣
づ
け
の
工
夫

【
日
時
】
７
月
９
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

＊
＊
＊

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
３

乳
児
の
早
寝
早
起
き
の
指
導
と

発
達
障
害
と
の
関
連

７月
第498回

階
（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
の
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

2018年度「第30回学生・研修医のための家庭医療学
夏期セミナー」ワークショップでの講義風景

地
域
医
療
と
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
連
合
学
会
と
し
て

 

の
活
動
と
当
院
で
の
取
り
組
み

地
域
の
現
状

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html
http://www.jfpa-clinic.org/
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4560

